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第 1 章

準備（Preparation）

• 概念, 1 ページ

• アプリケーションの取得, 3 ページ

• 仮想マシンの要件, 4 ページ

概念
Prime Collaborationは次の概念を導入します。

ユーザ

電話、ボイスメール、電子メールのような、プロビジョニングされたサービスを持つユー

ザ。

ドメイン

単一の管理者によって管理される領域。各ドメインに、ドメイン管理者が存在します。ほと

んどの BE6Kの導入では、Standard Primeインストールの一環として単一のドメインがあり
ます。複雑な Business Edition 6000の導入で利用可能な Prime Collaboration Advanced（購入
可能）では、複数のドメインを利用できます。

ユーザの役割

IT管理者がユーザ用にオーダーできる製品とサービスを制御します。ユーザロールは、複
数のサービスエリアにまたがって機能します。

サービスエリア

サービスエリアでオーダーしたサービスのサービスクラスを定義する論理パーティション。

サービスエリアは、単一のコールプロセッサ（UnifiedCommunicationsManager）、メッセー
ジプロセッサ（Cisco Unity Connection）およびプレゼンスプロセッサ（IMおよびプレゼン
スサービス）にリンクされます。ユーザロールおよびディレクトリ番号ブロック（DNB）
は、サービスエリアに関連付けられます。サービスエリアは、サイトまたは物理的な場所

にほぼ対応します。
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例 1

ユーザロールタイプのエグゼクティブ、マネージャ、従業員、請負業者、および共有エリア（ロ

ビーや会議室など）の電話機による単一サイトの顧客の導入。

次の表に、これらの概念をどのように定義するかの一般的な例を示します。

サービス電話機ユーザ権限

電話機、回線、VM、プレゼン
ス、ボイスメールから電子メー

ル、エクステンションモビリ

ティ、SNR

88xx、DX80エグゼクティブ

電話機、回線、VM、プレゼン
ス、ボイスメールから電子メー

ル、エクステンションモビリ

ティ

88xx、DX70マネージャ

電話機、回線、VM、プレゼン
ス、ボイスメールから電子メー

ル

78xx従業員

電話機、回線、VM、プレゼン
ス、ボイスメールから電子メー

ル

7821請負業者

電話、回線7832会議室

電話、回線78xxロビー

場所 1：Company1ドメイン

DNBユーザ権限サービスエリア

408555XXXX-1310ロビーSan Jose

919555XXXX-1300ロビー、従業員、請負業者、会

議室

RTP

972555XXXX-1030ロビー、エグゼクティブ、マ

ネージャ

Richardson

例 2

ユーザロールタイプのエグゼクティブ、マネージャ、従業員、請負業者、会議室、共有エリア

（ロビーなど）の電話機による複数サイトの顧客の導入。

これは、東海岸を管理する管理者として 1人、西海岸を管理する管理者として 1人の複数の管
理者と、各ドメインに複数のサイトがある複雑な導入の例です。

（注）
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次の表に、これらの概念をどのように定義するかの一般的な例を示します。

サービス電話機ユーザ権限

電話機、回線、VM、プレゼン
ス、電子メール、エクステン

ションモビリティ、SNR

88xx、DX80エグゼクティブ

電話機、回線、VM、プレゼン
ス、電子メール、エクステン

ションモビリティ

88xx、DX70マネージャ

電話機、回線、VM、プレゼン
ス、電子メール

78xx従業員

電話機、回線、VM、プレゼン
ス、電子メール

7821請負業者

電話、回線7832会議室

電話、回線78xxロビー

場所 1：Company2、West CoastIT管理者： Bobドメイン

DNBユーザ権限サービスエリア

415555XXXX-1310ロビーSan Francisco

310555XXXX-1300従業員、請負業者、会議室Los Angeles

206555XXXX-1030エグゼクティブ、マネージャSeattle

場所 2：Company2、East CoastIT管理者： Billドメイン

DNBユーザ権限サービスエリア

646888XXXX-1497ロビーNew York

617888XXXX-1490従業員、会議室Boston

305888XXXX-1340エグゼクティブ、マネージャMiami

アプリケーションの取得
Prime Collaboration Provisioningは Cisco BE 6000サーバのデータストアにプリロードされていま
す。また、Product Upgrade Tool（PUT）からプロビジョニングアプリケーションとライセンスを
ダウンロードすることもできます。PUTから発注するには、有効な契約が必要です。
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仮想マシンの要件

ディスク容

量

NICメモリ予約RAMCPU 予約CPU の数Prime
Collaboration
で管理され

るエンドポ

イント

90 GB1 Gbps2 GB2 GB2 GHz1最大 2,500
個のエンド

ポイント

（小）
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第 2 章

インストール

• 仮想アプライアンスのインストール, 5 ページ

• サービスのアクティブ化, 5 ページ

• アプリケーションへのログイン, 6 ページ

仮想アプライアンスのインストール
Prime Collaboration Provisioning仮想マシンを展開し、インストールするには、『Installation Guide
for Cisco Business Edition 6000（Cisco Business Edition 6000のインストールガイド）』を参照して
ください。

http://www.cisco.com/en/US/partner/products/ps11369/prod_installation_guides_list.html

Prime Collaboration Provisioningアプリケーションを完全にインストールするには約 30分かかりま
す。

サービスのアクティブ化
Cisco Unified Communications Managerならびに IMサーバおよび Presence Serviceサーバと連携す
る Cisco Prime Collaboration Provisioningの場合は、Cisco AXLWebサービスを両方のサーバでアク
ティブ化する必要があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerでサービスを有効化するには、次のアクションを実行しま
す。

a) Cisco Unified Communications ManagerのWebインターフェイスにログオンします。
b) [Navigation] > [Cisco Unified Serviceability]に移動し、[Go]をクリックします。
c) [Tools] > [Service Activation]をクリックします。
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d) サイトの要件に応じて、次のサービスを有効にします。

• Cisco CallManager

• Cisco CTIManager

• Ciscoエクステンションモビリティ

• Cisco TFTP

• Cisco AXL Webサービス

• Cisco DirSync

e) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 次のアクションを実行し、IMサーバおよびプレゼンスサービスを有効にします。
a) IMおよびプレゼンスのWebインターフェイスにログオンします。
b) 画面右上で [Navigation] > [Cisco Unified IM and Presence Serviceability]に移動し、[Go]をクリッ
クします。

c) [Tools] > [Service Activation]を選択します。
d) サイトの要件に応じて、次のサービスを有効にします。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

• Cisco Sync Agent

• Cisco AXL Webサービス

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP Directory Service

• Cisco XCP Authentication Service

e) [保存（Save）]をクリックします。

アプリケーションへのログイン

手順

ステップ 1 PCでブラウザを開きます。
ステップ 2 http://<Prime Collaboration IP Address>を入力します。

Prime Collaborationのログインページが表示されます。
ステップ 3 初期設定時に指定したものと同じクレデンシャルを使用し、globaladminとしてログインします。
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第 3 章

インフラストラクチャ設定

• インフラストラクチャのプロビジョニング, 9 ページ

• インフラストラクチャプロビジョニングの状態, 9 ページ

• デバイスの追加 , 10 ページ

• インフラストラクチャ同期とユーザ同期, 12 ページ

• LDAPサーバの同期の設定, 14 ページ

• デバイスのプロビジョニングの削除, 18 ページ

• Cisco Jabberサービスの有効化, 19 ページ

インフラストラクチャのプロビジョニング
[Infrastructure Configuration]ページでは、コールプロセッサおよびユニファイドメッセージプロ
セッサのインフラストラクチャの設定を参照することができます。このページを使用して、構成

時の設定を追加、編集、削除できます。

インフラストラクチャ設定機能は、Cisco Unified Communications Managerデバイスをベースと
したコールプロセッサと、Cisco Unity Connectionのみをベースとしたユニファイドメッセー
ジプロセッサに適用されます。

（注）

インフラストラクチャプロビジョニングの状態
インフラストラクチャ設定要求は、インフラストラクチャ設定アクティビティを実行するときに

使用されます。

インフラストラクチャ設定プロセスが取る状態は、次のとおりです。
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• [追加未実行（UncommittedAdd）]：設定はローカルに作成されていますが、デバイス上には
存在しません。

• [追加処理中（Add in Progress）]：保留中設定の処理が進行中であり、オーダーを通して設定
が行われている途中です。この状態では、変更を行うことはできません。

• [追加失敗（Add Failed）]：このオブジェクトに対する操作に失敗しました。

• [追加をスケジュール済み（Add Scheduled）]：保留中の設定済みオブジェクトを処理するタ
スクのスケジュールが設定済みであり、実行待ちです。この状態では、変更を行うことはで

きません。

• [更新未実行（UncommittedUpdate）]：デバイス上に存在するオブジェクトがローカルでは変
更済みですが、まだデバイスに送信されていません。

• [更新処理中（Update inprogress）]：変更操作がオーダーの一部として進行中です。この状態
では、変更を行うことはできません。

• [更新失敗（Updated Failed）]：変更操作に失敗しました。

• [更新をスケジュール済み（Update Scheduled）]：デバイス上のオブジェクトを変更するため
の保留中設定が、タスクの一部としてスケジュールされています。この状態では、変更を行

うことはできません。

• [削除未実行（Uncommitted Delete）]：デバイス上に存在するオブジェクトに削除対象のマー
クが付いています。このオブジェクトの削除は、まだデバイスに対して要求されていませ

ん。

• [削除処理中（Delete in progress）]：削除操作がオーダーの一部として進行中です。この状態
では、変更を行うことはできません。

• [削除失敗（Delete Failed）]：削除操作に失敗しました。

• [削除をスケジュール済み（Delete Scheduled）]：オブジェクトをデバイスから削除するため
の保留中設定が、タスクの一部としてスケジュールされています。この状態では、変更を行

うことはできません。

デバイスの追加
ユーザに対してサービスをプロビジョニングするには、デバイスをPrimeCollaborationProvisioning
に追加する必要があります。

デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加する際は、次の点に注意してください。

•デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加する前に、Cisco Unified Communications
Managerと Cisco Unity Connectionのデバイスが正しく設定されていることを確認します。

• Prime Collaboration Provisioningで汎用 IOSルータを設定する方法は、Cisco Unified
Communications Managerまたは Cisco Unityデバイスの場合とは大幅に異なります。最大の違
いは、一般的な IOSルータは同期化されず、特定のドメインやサービスエリアには関連付け
られないことです。
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デバイスを Prime Collaboration Provisioningに追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]を選択します。
ステップ 2 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]ページで、[追加（Add）]をクリックし、デバイスを

Prime Collaboration Provisioningに追加します。
ステップ 3 [デバイスの追加（AddDevice）]ウィンドウで、ドロップダウンリストから必要なアプリケーショ

ンを選択し、名前や IPアドレスなどの必須情報を入力します。
デバイス名に使用できる文字は、スペース、英数文字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、アン
ダースコア（_）、ハイフン（-）、ピリオド（.）、およびアットマーク（@）です。

（注）

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
PrimeCollaboration Provisioningにデバイスが追加されます。ページの下部に 2つのステータスメッ
セージが表示されます。1つはデバイスの追加が成功したかどうかを示し、もう 1つは [テスト接
続（Test Connection）]上にあり、接続テストが成功したかどうかを示します。

Cisco Unity Connection 10.0以上のバージョンを追加する場合は、Unity Connection管理
者とオペレーティングシステム（OS）管理者の両方のクレデンシャルを追加する必要
があります。

（注）

デバイスの詳細を表示するには、[クイックビュー（Quick View）]をポイントします。クイック
ビューでは、同期の開始、同期ログの表示、デバイスの接続テスト、CiscoUnifiedCMServiceability
と Cisco Unity Connection Serviceabilityの相互起動を実行できます。

デバイスの詳細を更新または変更するには、[編集（Edit）]をクリックします。

Prime Collaboration Assuranceからデバイスをインポートするには、[インポート（Import）]をク
リックします。[デバイスのセットアップ（Device Setup）]ページに、PrimeCollaborationAssurance
上のデバイスがリストされます（リストには管理対象状態のデバイスのみが表示されます）。イ

ンポートするデバイスを選択し、[選択したデバイスのインポート（Import Selected Devices）]を
クリックします。

Prime License Managerおよび Deployment Managerは、[インフラストラクチャのセットアップ
（Infrastructure Setup）]ページから追加できます。これらのデバイスを追加すると、Prime License
Managerと Deployment Managerのリンクが [管理（Administration）]メニューに表示されます。
Prime License Managerまたは Deployment Managerのログインページを相互起動するには、Prime
License Managerまたは Deployment Managerのリンクをクリックします。

Prime Collaboration Provisioningには、License ManagerとDeployment Managerのデバイスを 1つ
だけ追加できます。別の Prime License Managerまたは Deployment Managerデバイスを追加し
ようとすると、エラーメッセージが表示されます。

（注）
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Cisco Unity Connection デバイスの操作

Cisco Unity Connectionのクラスタリングとフェールオーバーをサポートするため、次の点に注意
してください。

• Cisco Unity Connectionクラスタサーバペアを含むCisco Unity Connectionを追加する場合は、
そのペアのパブリッシャサーバだけを追加します。

•プライマリ Cisco Unity Connectionがセカンダリ Cisco Unity Connectionにフェールオーバーす
る場合、IPアドレスをセカンダリデバイスに変更できます。その場合、Prime Collaboration
Provisioningはフェールバックが発生する前にセカンダリデバイスと通信します。

ネットワークに複数のロケーションがある場合は、CiscoUnityConnectionサーバまたはCiscoUnity
Connectionクラスタのすべてのロケーションを、PrimeCollaborationProvisioningに個々に追加しま
す。

この設定で Cisco Unityを使用する場合、Cisco Unified Communications Managerボイスメールポー
トを設定します。

インフラストラクチャ同期とユーザ同期
Prime Collaboration Provisioningでは、次の 3種類の同期が行われます。

•インフラストラクチャの同期：Prime Collaboration Provisioningで使用される、個々のユーザ
固有ではないデバイスからすべてのオブジェクトを検出します。PrimeCollaborationProvisioning
がユーザサービスを設定できるように、事前にデバイス内にインフラストラクチャデータ

が存在している必要があります。

•ユーザの同期：個々のユーザに関連するすべてのオブジェクトを検出します。

•ドメインの同期：ユーザの同期中に検出された既存のユーザをドメインに配置します。

インフラストラクチャ同期を使用して、デバイスのインフラストラクチャデータを同期します。

インフラストラクチャ同期では、複数のユーザによって使用されるデバイス情報が取得されます。

インフラストラクチャ設定製品とユーザを同期するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]を選択します。
ステップ 2 同期を実行するデバイスの [クイックビュー（Quick View）]をポイントします。
ステップ 3 次のいずれかを実行します。

•インフラストラクチャ同期を実行するには、[インフラストラクチャ同期の開始（Start
Infrastructure Synchronization）]をクリックします。

•ユーザ同期を実行するには、[ユーザ同期の開始（Start User Synchronization）]をクリックし
ます。
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同期の進行状況が、[同期ステータス（Synchronization Status）]の下の [クイックビュー（Quick
View）]に表示されます。

ステップ 4 [詳細ログの表示（View Detailed Logs）]をクリックします。
同期ログが作成され、割り当てられなかったオブジェクトが表示されます。また、デバイスから

不明な要素が取得された場合は、警告メッセージも示されます。このログは同期を実行するたび

に上書きされます。

警告メッセージの「予期しない要素がスキップされました（Skippedunexpectedelement）」
は無視してかまいません。このメッセージは、デバイスから送信された項目がProvisioning
でサポートされていないことを示します。

（注）

インフラストラクチャ同期またはユーザ同期の状態が長時間変わらない場合は、Niceサービスが
PCPで CLI（Rootユーザとしてログイン）経由で実行されていることを確認してください。サー
ビスが実行中であるかどうかをチェックするには、次のコマンドを実行します。

ps -aef | grep nice

Niceサービスが停止している場合は、サービスを再起動してから、インフラストラクチャ同期ま
たはユーザ同期をやり直します。

アナログ電話を管理する場合は、ipt.propertiesファイルを更新する必要があります。このファイル
で、dfc.ipt.cisco.callmanager.analog_phone_supportをYに更新してから、ユーザ同期を実行します。
ユーザ同期が完了してから、Provisioningを再起動する必要があります。

インフラストラクチャ同期を実行すると、Provisioningのユニファイドメッセージングインフラ
ストラクチャデータがユニファイドメッセージプロセッサと同期します。

• SubscriberTemplate：Cisco Unity、Cisco Unity Connection、および電子メールメッセージプロ
セッサの加入者テンプレート。

• UnifiedMessagingFeatureSpecification：Cisco Unity、Cisco Unity Connection、および電子メール
メッセージプロセッサのサービスクラス。

ユーザ同期を実行すると、Provisioningのユニファイドメッセージングユーザデータがユニファ
イドメッセージプロセッサと同期します。

• UMInfo：ユーザのボイスメールおよび電子メール情報に関連する、Cisco Unity、Cisco Unity
Connection、および Cisco Unity Expressのユーザ。

• VoiceMailInfo：UMInfoおよび EmailInfoに関連する、Cisco Unity、Cisco Unity Connection、お
よび Cisco Unity Expressのユーザ。

• EmailInfo：VoiceMailInfoおよびUMInfoに関連する、CiscoUnityおよびCiscoUnity Connection
のユーザ。
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IM and Presence 9.0以上のバージョンは、Cisco Unified CommunicationsManagerと統合されてい
ます。そのため、IMandPresence9.0以上のバージョンではユーザ同期が無効になっています。
ユーザ情報は Cisco Unified Communications Managerから直接同期されます。

（注）

IMandPresenceの場合、インフラストラクチャ同期を使用して、ユーザ設定インフラストラクチャ
データを Provisioningと同期します。

Cisco Unified Communications Managerをアップグレードしてからユーザ同期を手動で実行し、
変更通知設定を同期する必要があります。

（注）

LDAP サーバの同期の設定
PrimeCollaboration ProvisioningからLDAPサーバの同期を構成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [ドメイン（Domains）]ペインでドメインを選択し、[編集（Edit）]をクリックします。
ステップ 3 [ドメイン設定（Domain Configuration）]ページで、[デバイスのセットアップ（Device Setup）]

ページで設定したディレクトリソースを選択します。

ステップ 4 設定ペインで、Prime Collaboration Provisioningがサーバから収集する情報を設定します。これら
の設定は、ディレクトリ/ACSサーバから Prime Collaborationへのユーザの同期および認証に使用
されます。

ステップ 5 LDAPサーバでのすべての変更を Prime Collaboration Provisioningに同期させるには、以下を選択
します。

• [モード（Mode）] -認証および同期（Authentication and Synchronization）

• [既存ユーザの詳細の更新（Update existing user details）] -すべてのフィールド

• [LDAPユーザ削除時のアクション（ActionwhenLDAPusers deleted）] - [ユーザのみ削除（Delete
user only）]

• [ユーザ検索ベース（User Search base）] -ユーザ検索ベースを入力

◦ Cisco Unified CMとは異なり、Prime Collaboration Provisioningはドメインで 1つのユー
ザ検索ベースのみをサポートします。ただし、複数のユーザ検索のため複数のドメイン

を作成できます。

◦ Cisco Unified CMで Provisioning UIを使用して LDAPユーザを追加する場合は、
Provisioningドメインと CUCMのユーザ検索ベースは同じである必要があります。
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•同期のクエリーのフィルタ処理（Filter query for sync）：[全ユーザの同期（Synchronize all
users）]。これを行うには、[ドメイン LDAPフィルタ（Domain LDAP Filters）]サブペインの
下の [編集（Edit）]アイコンをクリックし、必要な情報を選択します。[保存（Save）]をク
リックします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

LDAP同期のスケジュール設定と実行：同期のスケジュールを設定するには、[LDAP設定（LDAP
Settings）]ペインで、[同期間隔（Synchronization Interval）]および [同期開始日（Synchronization
Start Date）]を設定します。
[ドメインの設定（Domain Configuration）]ページの内容を保存したら、ドメインを選択して、[ク
イックビュー（Quick View）]をポイントします。次に、[LDAP同期の開始（Start LDAP
Synchronization）]を選択します。

LDAPの同期が終わると、レポートが作成されます。このレポートには、同期中に実行できなかっ
た操作がリストされます。LDAPサーバに入力されたデータの誤りやユーザ設定の誤りなどが原
因で、操作が失敗する場合があります。

ドメインに関連付けられているLDAPサーバは削除できません。LDAPサーバを削除するために、
ドメインから削除します。

次の表は、LDAPを設定するためのフィールドの詳細を示しています。

表 1：LDAP 設定フィールド

説明フィールド

•認証のみ（AuthenticationOnly）：LDAPサーバは、ユーザ認証に
のみ使用されます。

•認証および同期（Authentication and Synchronization）：LDAPサー
バは、ユーザ認証とユーザ情報取得の両方に使用されます。

[モード（Mode）]

•すべてのフィールド（All fields）：LDAPサーバでユーザ情報が
変更されると、Provisioningでも同じ情報が更新されます。

•更新しない（Do not update）：LDAPサーバでユーザ情報が変更
されても、Provisioningのユーザ情報は更新されません。

[既存ユーザの詳細の更
新（Update Existing User
Details）]
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説明フィールド

古い LDAPユーザとは、ユーザ検索ベースまたはドメイン
LDAPフィルタに一致しなくなっているユーザアカウントの
ことを言います。

（注）

•プロビジョニングで変更を行わないでください（Do not make
changes in Provisioning）：Prime Collaboration Provisioning内の対応
するユーザは削除されません。

•ユーザを削除し、プロビジョニングと CUCMのサービスを残す
（Delete user, but keep services in Provisioning and CUCM）：その
ユーザは Prime Collaboration Provisioningおよび Cisco Unified
Communications Managerで削除されます。

• Provisioningおよび CUCMからユーザとすべてのサービスを削除
する（Delete user and all services from Provisioning and CUCM）：そ
のユーザおよびサービスはデバイスと Prime Collaboration
Provisioningで削除されます。ユーザがCiscoUnifiedCommunications
Managerの LDAPユーザではない場合、そのユーザは Prime
Collaboration Provisioningおよび Cisco Unified Communications
Managerでも削除されます。ユーザがCiscoUnifiedCommunications
Managerの LDAPユーザである場合、そのユーザは Cisco Unified
Communications Managerで削除されません。

[古い LDAPユーザに対
するアクション（Action
for stale LDAP users）]

ドメインのユーザ検索ベース。Provisioningは、ActiveDirectoryのベー
ス以下のユーザを検索します。たとえば、CN=Users,DC=Cisco,DC=com
となります。

この検索ベースは LDAP同期でのみ使用されます。

Microsoft ActiveDirectoryサーバを使用している場合は、dsquery userコ
マンドを使用して完全なユーザ検索ベースをリストできます。

Prime Collaboration Provisioningはドメインあたり 1つのユー
ザ検索ベースのみをサポートします。

（注）

[ユーザ検索ベース
（User Search Base）]
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説明フィールド

特定の LDAPユーザフィールドに対応する、Cisco Unified
CommunicationsManager内のユーザフィールドをリストします。Prime
Collaboration Provisioningでは、以下のフィールドのみ設定できます。

•連絡先電話番号（Contact phone number）：電話番号または ipPhone
を選択します。

•連絡先電子メール（Contact email）：メールまたは
sAMAccountNameを選択します。

•ユーザ ID（User ID）：LDAPサーバの以下のフィールドをユーザ
IDにマッピングできます。

◦ employeeNumber

◦ mail

◦ sAMAccountName

◦ telephoneNumber

◦ userPrincipalName

•ディレクトリ URI（Directory URI）：mail、
msRTCSIP-primaryuseraddress、または noneを選択します。

[フィールドマッピング
（Field Mapping）]

•全ユーザの同期（Synchronize all users）：すべてのユーザが同期
されます。

•簡易クエリー（Simplequery）：以下のフィールドを組み合わせて
クエリーを設定できます。

◦ [ユーザ ID（User ID）]

◦ [部署名（Department）]

◦ [連絡先電話番号（Contact phone number）]

◦ [連絡先電子メール（Contact email）]

◦文字列の一部を指定して検索するには、アスタリスク（*）
を使用します。

[詳細クエリ（Advancedquery）]：LDAPクエリーは、次の例のよ
うに入力できます。

(&(sAMAccountName=johndoe)(department=Cisco*)(mail=john@cisco.com))

[同期のクエリーのフィ
ルタ処理（Filter Query
for Synchronization）]
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自動サービスプロビジョニングの「IN」フィルタを使用すると、複数のクエリーを設定でき
ます。次に例を示します。

（注）

•複数の電話番号を取得するには、セミコロンを使用して検索文字列を区切ります。たと
えば、4930;5930などです。

•複数の電話番号の組み合わせを取得するには、アスタリスクとセミコロンを使用して検
索文字列を区切ります。たとえば、40105*;40116*;40127*などです。

•連絡先電話番号は、以下を使用できます。

◦ +44*など、検索条件の「+」記号

◦ /+44*など、検索条件の「/+」記号

•連絡先電話番号の場合は、デリミタとしてカンマで複数の値を検索条件に入力する「IN」
フィルタを使用し、「/+」記号を使用できます（たとえば /+44*, /+55*,/+33*など）。

•同様に、「IN」フィルタを使用すると、デリミタとしてカンマを使用して、LDAPサーバ
から複数のユーザを同期できます。たとえば、User1, User2, User3などです。

•ワイルドカード（*）は、フィルタのフィールドの先頭または末尾に使用できます。

同様に、「=」や「!=」の演算子をクエリーの設定に使用できます。たとえば、単一ユーザ ID
を提供するとします。

•「=」演算子を使用すると、LDAPサーバからそのユーザだけが同期されます。

•「!=」演算子を使用すると、LDAPサーバからそのユーザだけが同期から除外されます。
その他のすべてのユーザは同期されます。

ユーザ IDと *を一緒に使用すると（User123*など）、IDが User123から始まるユーザ全員を
取得します。

デバイスのプロビジョニングの削除
PrimeCollaborationProvisioningからデバイスを完全に削除するには、[インフラストラクチャのセッ
トアップ（Infrastructure Setup）]ページを使って削除する必要があります。デバイスを削除する場
合は、次のポイントに注意してください。

•アクティブなリリース済みオーダーがない（回復不能または回復可能なエラーを含む）。

•アクティブなバッチプロジェクトがない。

•同期の実行中でない。

これらの条件が満たされていない場合にデバイスを削除しようとすると、ページにメッセー

ジが表示されます。削除が完了するまで、アクティビティは実行しないでください。
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• AAAサーバを削除する前に、それがドメインに割り当てられていないことを確認します。

•デバイス上に保留中のオーダーがないようにしてください。

•デバイスを削除する前に、システムに古いエントリが入るのを避けるために、ドメインの同
期化を実行します。

デバイスを削除するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Prime Collaboration Provisioningをメンテナンスモードにします。
ステップ 2 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]を選択します。
ステップ 3 [デバイスのセットアップ（DeviceSetup）]ページで、削除するデバイスを選択して [削除（Delete）]

をクリックします。

ステップ 4 確認ダイアログボックスで、[OK]をクリックして削除を確定します。

Cisco Jabber サービスの有効化
Prime Collaboration Provisioningで、デバイスの Cisco Jabberサービスを有効にすることができま
す。Cisco Jabberサービスを使用すると、インスタントメッセージングやプレゼンスと連携させる
ことができます。

Cisco Jabberサービスは、CiscoUnified CommunicationsManager 9.1.1以上のバージョンと、Cisco
Unified Presenceでのみ利用できます。

（注）

コールプロセッサの Cisco Jabberサービスを有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [デバイスのセットアップ（Device Setup）]を選択します。
ステップ 2 デバイスのクイックビューにカーソルを合わせ、[UCサービス（UC Services）]タブ、[有効

（Enable）]の順にクリックします。
ステップ 3 [SIPプロファイル（SIPProfile）]、[サービスプロファイル（Service Profile）]、および [ソフトキー

テンプレート（Softkey Template）]フィールドとサービスパラメータ情報を入力して、[適用
（Apply）]をクリックします。[オーダーの表示（ViewOrder）]をクリックすると、[ユーザレコー
ド（UserRecord）]ページでオーダーの詳細を確認できます。Jabberサービスを有効にした日付が
表示されます。

コールプロセッサの Cisco Jabberサービスを有効にした後は、編集も無効化もできなく
なります。

（注）
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第 4 章

ドメインおよびサービスエリアの設定

• ドメインの追加, 21 ページ

• サービスエリアの追加, 22 ページ

• 電話番号ブロックの追加, 25 ページ

• ユーザ権限の追加, 26 ページ

• ドメインの同期, 28 ページ

• インフラストラクチャ設定インスタンスの追加, 29 ページ

ドメインの追加
ドメインとは、ユーザのグループです。グループごとにシステムユーザを 1名以上任命し、その
ユーザにドメイン内のユーザに対するサービスの管理を任せることができます。また、ドメイン

にはルールまたはポリシーを設定できます。これらのルールとポリシーは、そのドメイン内のユー

ザのサービスに適用されます。ドメイン内の運用に共通のポリシーを適用することも可能です。

1人のユーザが複数のドメインを管理できます（そのユーザに適切な承認権限が割り当てられて
いる場合）。ユーザのすべてのサービスは、そのユーザを追加するときに指定したサービスエリ

アでプロビジョニングされます（ユーザを追加するには、[ユーザプロビジョニング（User
Provisioning）]を選択します）。

ドメインを作成した後、新しいドメインにアクセスできるサービスエリアとユーザ権限を追加で

きます。サービステンプレートを作成し、サービスエリアとユーザ権限に割り当てることもでき

ます。また、1つのサービステンプレートを、サービスエリアとユーザ権限の複数の組み合わせ
に関連付けることも可能です。

ドメインを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [追加（Add）]をクリックし、[ドメイン（Domains）]ページで新しいドメインを追加します。
ステップ 3 [コールプロセッサ（Call Processors）]、[メッセージプロセッサ（MessageProcessors）]、[同期ルー

ル（Synchronization Rules）]、[LDAP設定（LDAP Settings）]などの必要なフィールドに入力し、
[保存（Save）]をクリックします。[名前（Name）]フィールドにドメイン名を入力する必要があ
ります。使用できる文字は、スペース、英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、および特殊文字 _ - ./
: ; = ? @ ^ ‘ { } [ ] | ~です。

既存のドメインを編集するには、左ペインでドメインのリストを展開し、編集するドメインをク

リックします。また、[すべてのドメイン（All Domains）]をクリックし、テーブルからドメイン
を選択して [編集（Edit）]をクリックする方法もあります。

サービスエリアの追加
サービスエリアを設定するときは、次の操作を実行できます。

•コールプロセッサと関連するオブジェクト（Cisco Unified Communications Managerではルー
トパーティション、デバイスプールなど）を指定することにより、サービスエリアを対応

するコールプロセッサオブジェクトにマッピングします。同様に、サービスエリアをユニ

ファイドメッセージプロセッサとユニファイドプレゼンスプロセッサにマッピングしま

す。

•サービスエリアのユーザタイプを指定します（サービスエリアから製品をオーダーできる
のは、サービスエリア内のユーザだけです）。

ドメインルールのDefaultUserTypeに基づくデフォルトのユーザ権限は [従業員（Employee）]
です。

•サービスエリアユーザの電話番号ブロックを作成します。

•選択したコールプロセッサにプレゼンスプロセッサが関連付けられている場合に、ユニファ
イドプレゼンスプロセッサの設定にプレゼンスプロセッサを表示します。

サービスエリアをドメインに割り当てた後で、別のドメインに移動することはできません。

また、コールプロセッサ、ユニファイドメッセージプロセッサ、またはユニファイドプレゼ

ンスプロセッサをサービスエリアに割り当てた後で、それらを変更することもできません。

（注）

サービスエリアを追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [すべてのドメイン（AllDomains）]ペインで特定のドメインを展開し、[サービスエリア（Service

Areas）]をクリックします。
ステップ 3 サービスエリアを作成するドメインを選択します。

ステップ 4 [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 5 [サービスエリアの設定（ServiceAreaConfiguration）]ページで、必要なフィールドに入力して [保

存（Save）]をクリックします。次の表に必須フィールドを示します。

既存のサービスエリアを編集するには、左ペインでサービスエリアのリストを展開し、編集する

サービスエリアをクリックします。また、テーブルからサービスエリアを選択し、[編集（Edit）]
をクリックする方法もあります。

表 2：サービスエリア設定のフィールド

説明フィールド

サービスエリアの共通のデバイス設定。[共通デバイス設定（Common
Device Config）]では、次の設定を制御できます。

• [ソフトキーテンプレート（Softkey Template）]

• [ユーザ保留MOH音源（User Hold MOH Audio Source）]

• [ネットワーク保留MOH音源（NetworkHoldMOHAudioSource）]

• [ユーザロケール（User Locale）]

• [MLPP通知（MLPP Indication）]

• [MLPPプリエンプション（MLPP Preemption）]

• [MLPPドメイン（MLPP Domain）]

[共通デバイス設定
（Common Device
Config）]

デバイスに割り当てられるロケーション。サービスエリアを追加す

る場合、開始ウィザードでドメインに関連付けられたいずれかのコー

ルプロセッサを追加しているなら、このフィールドは任意です。

参照先

サービスエリアのルートパーティション。これは、Cisco Unified
Communications Managerのパーティションと同じです。

パーティション

サービスエリアのデバイスプール。[デバイスプール（Device
Pool）]
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説明フィールド

サービスエリアの音声ゲートウェイ参照。[音声ゲートウェイ参照
（Voice Gateway
References）]

CiscoUnityConnectionに対してのみ使用可能で、InternetMessageAccess
Protocol（IMAP）クライアントのサポート用に外部 Exchange Server
と統合されます。

CiscoUnity Connectionで IMAP用のExchange Serverを設定するには、
Cisco Unity Connectionシステムで [システム設定（System Settings）]
> [外部サービス（External Services）] > [新規追加（Add New）]を選
択し、必要なフィールドに入力します。

[電子メールプロセッサ
（Email Processors）]

ユニファイドメッセージプロセッサのユーザに対してユニファイド

メッセージングを無効にするために使用される加入者テンプレート。

[TTSが有効でない加入者
テンプレート（Subscriber
Template without TTS
Enabled）]

ユニファイドメッセージプロセッサのユーザに対してユニファイド

メッセージングを有効にするために使用される、サービスクラステ

ンプレート。これは、加入者テンプレートとともに使用されます。

CoSの TTSを有効にするには、Cisco Unity Connectionで次の設定を
行う必要があります。

• [IMAPクライアントを使用したボイスメールへのアクセスを許
可する（Allow Users to Access Voice Mail Using an IMAP Client）]
フィールド（[ライセンス機能（Licensed Features）]の下）を選
択します。

• [高度な機能へのアクセスを許可する（Allow Access to Advanced
Features）]フィールドおよび [テキスト/スピーチ（TTS）を使用
したExchang電子メールへのアクセスを許可する（Allow Access
to Exchange Email byUsing Text to Speech (TTS)）]フィールド（[ラ
イセンス機能（Licensed Features）]の下）を選択します。

[TTSが有効な加入者CoS
（Subscriber CoS with TTS
Enabled）]

ユニファイドメッセージプロセッサの加入者に対してユニファイド

メッセージングを有効にするために使用される、サービスクラステ

ンプレート。これは、加入者テンプレートとともに使用されます。

[TTSが有効でない加入者
CoS（Subscriber CoS
without TTS Enabled）]

サービスエリアに割り当てられている電話番号ブロック。電話番号

ブロックの追加, （25ページ）を参照してください。
[電話番号ブロック
（Directory Number
Blocks）]
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• [共通デバイス設定（CommonDeviceConfig）]、[ロケーション（Location）]および [パーティ
ション（Partition）]フィールドは、Cisco Unified Communications Managerにのみ適用されま
す。

• [TTSが有効な加入者 CoS（Subscriber CoS with TTS Enabled）]、および [TTSが有効でない加
入者CoS（Subscriber CoSwithout TTS Enabled）]フィールドは、UnityおよびUnity Connection
にのみ適用されます。

電話番号ブロックの追加
電話番号ブロック内の番号は、それらが作成される Cisco Unified Communications Managerに対し
て相対的です。Prime Collaboration Provisioningでは、電話番号は Cisco Unified Communications
Managerと同様に処理されます。

新しい電話番号ブロックを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 左のセレクタペインでドメインおよびサービスエリアを展開し、目的のサービスエリアを選択し

ます。

ステップ 3 [電話番号ブロック（DirectoryNumberBlock(s)）]フィールドで、[行の追加（AddRow）]をクリッ
クします。

ステップ 4 目的のフィールドに入力して、[保存（Save）]をクリックします。

[最小長（MinimumLength）]フィールドは、プレフィックスを除く電話番号の最小桁数です。
番号にゼロを埋めるためにシステムによって使用されます。たとえば、Prefix = 408、First
Number = 0、LastNumber = 100、MinimumLength= 4の場合、電話番号ブロックの範囲は 4080000
～ 4080100になります。

（注）

•編集するには、電話番号ブロックを選択して [編集（Edit）]をクリックします。必要な変更
を行って、[保存（Save）]をクリックします。

•変更をキャンセルするには、[キャンセル（Cancel）]をクリックします。

•電話番号ブロックを削除するには、[削除（Delete）]をクリックします。
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ユーザ権限の追加
Prime Collaboration Provisioningはユーザ志向のプロビジョニング製品であり、人間のユーザと、
userIDで定義されるオープンスペースの場所が必要です。これにより、共有エリアのユーザとデ
バイスを簡単に特定することができます。ユーザロールは複数の目的に使用できます。ユーザ

ロールは、ポリシーを適用し、請負業者、役員、販売員といったさまざまなユーザタイプ向け

に、注文可能な製品とサービスを制御します。これらは、オーダー時にオーダー管理者に表示さ

れる選択肢を制御するフィルタリングプロセスでも使用されます。また、ユーザロールの設定

は、自動サービスプロビジョニング処理の際、特定のユーザタイプ向けに、オーダーされるサー

ビスと適用されるサービステンプレートを決定します。管理者はさまざまなサービスレベルを定

義するために、多数のユーザロールを作成できます。

デフォルトのユーザ権限は次のとおりです。

• [従業員（Employee）]：新しいユーザに割り当てられるデフォルトの権限です。

デフォルトロールはドメインルールで設定されます。（注）

[従業員（Employee）]ユーザ権限は、組織内での従業員の標準的な設定に合わせておく必要
があります。[従業員（Employee）]ユーザ権限をニーズに合わせて設定しておかないと、サー
ビスオーダープロセスの間に必要なオプションが表示されなくなります。

• [エグゼクティブ（Executive）]：より多くのサービス設定を持つ追加権限です。

• [疑似（Pseudo）]：Cisco Unified CMに関連するユーザのないエンドポイントのプロビジョニ
ングに使用されます。[疑似（Pseudo）]ユーザはコールマネージャに登録されておらず、名
前の変更も削除も行えません。

最初にユーザを追加してから（ユーザの追加, （31ページ）を参照）、ユーザに疑似ユーザ権限
を割り当てます。

疑似ユーザは、電話と電話番号インベントリの管理を実行できます。

擬似ユーザには 1つ以上のエンドポイントを関連付けることができます。たとえば、会議室は一
つ以上のエンドポイントを持つ疑似ユーザとして、建物は数百のエンドポイントが関連付けられ

る疑似ユーザとすることができます。

これらのユーザ権限は、Cisco Prime Collaboration Provisioningの各ドメインに存在します。ユーザ
権限の各セットは、各ドメインで事前定義済みのユーザ権限を追加、削除、変更することでカス

タマイズできます。

ユーザ権限を追加するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [すべてのドメイン（AllDomains）]ペインで特定のドメインを展開し、[ユーザ権限（UserRoles）]

をクリックします。

ステップ 3 特定のドメインページの [ユーザ権限（User Roles）]で、[追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 [ユーザ権限の設定（User Role Configuration）]ページで、ユーザ権限名、タイプ、ドメイン、回

線、サービス、サービスバンドルの必須詳細情報を入力し、[保存（Save）]をクリックします。
ユーザロール名で有効な値は、英数字（a～ z、A～Z、0～ 9）、ピリオド（.）、ハイ
フン（-）、アットマーク（@）、アンダースコア（_）ですが、引用符（"）、山カッ
コ（<>）、バックスラッシュ（\）、アンパサンド（&）、およびパーセンテージ（%）
を含めることはできません。

（注）

ステップ 5 続行するには [保存（Save）]をクリックします。

•ユーザ権限を設定するには、目的のユーザ権限を選択し、特定のドメインのユーザ権限で [編
集（Edit）]をクリックします。

•ユーザ権限を削除するには、目的のユーザ権限を選択し、特定のドメインのユーザ権限で [削
除（Delete）]をクリックして [OK]をクリックします。

•ユーザ権限クイックビューには、ユーザ権限に対して選定されたドメイン、エンドポイント
の数、サービス、サービスバンドルが表示されます。

ユーザ権限とサービスの関連付け

特定のエンドポイントに権限が関連付けられているユーザだけが、そのサービスをオーダーでき

ます。エンドポイントとサービス、個々のサービスのオーダーを作成するか、またはバンドルさ

れたサービスをオーダーできます。表 3：Provisioningのサービス, （36ページ）を参照してくだ
さい。

手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [すべてのドメイン（AllDomains）]ペインで特定のドメインを展開し、[ユーザ権限（UserRoles）]

をクリックします。

ステップ 3 選択したドメインペインの [ユーザ権限（User Roles）]で [追加（Add）]をクリックします。
ステップ 4 ユーザ権限の名前を指定し、目的のエンドポイント、回線、サービス、およびサービスバンドル

と関連付けます。[エンドポイント（Endpoints）]、[サービス（Services）]、および [サービスバン
ドル（Service Bundles）]は必要な数だけ選択できます。
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ユーザ権限の設定を変更するには、[ユーザ権限（User Roles）]を選択します。特定の
ドメインの [ユーザ権限（UserRoles）]で、目的のユーザ権限を選択して [編集（Edit）]
をクリックします。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ドメインの同期
ドメインの同期では、同期からデータを集約します。ドメイン同期の実行中にデバイスがアクセ

スされることはありません。

ドメインの同期中、Prime Collaboration Provisioningは以下を実行します。

•ユーザおよびユーザのサービスとプロビジョニングインベントリを同期し、新しいユーザを
作成して、レコードを更新します。

•ユーザアカウントを同期し、Prime Collaboration Provisioningを更新してユーザがログインで
きるようにします（ログインはセルフケアルールが有効の場合にのみ作成されます。『Cisco
Prime Collaboration Provisioning - Standardおよび Advanced、11.xガイド』の「ビジネスルー
ルの説明」を参照）。

•サービスをサービスエリアに関連付けます。

• UnityConnectionまたはUnityExpressの割り当てられたボイスメール電話番号を、CiscoUnified
Communications Managerのボイスメール電話番号と同期させます。

ドメインを完全に同期するには、ドメイン内の各デバイスのインフラストラクチャとユーザの同

期を実行してから、ドメインの同期を実行する必要があります。

次の手順を実行してドメインを同期させます。

はじめる前に

同期ルールが設定されていないと、ドメインの同期を開始できません。

手順

ステップ 1 [プロビジョニングセットアップ（Provisioning Setup）]を選択します。
ステップ 2 [ドメイン（Domains）]テーブルから、同期するドメインの [クイックビュー（QuickView）]をポ

イントし、[ドメイン同期の開始（Start Domain Synchronization）]をクリックします。
ドメインの同期が正常に開始されたことを示すポップアップが表示されます。クイックビューの

[前回の同期（LastSynchronization）]フィールドに、同期のステータスが開始時刻および完了時刻
とともに表示されます。
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インフラストラクチャ設定インスタンスの追加
インフラストラクチャ設定インスタンスを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure Setup）] > [インフラストラクチャ設定
（Infrastructure Configuration）]を選択します。使用できるすべてのデバイスが左ペインにリスト
されます。

ステップ 2 デバイスのインフラストラクチャ製品を表示するには、それぞれのデバイスを展開します。

ステップ 3 目的のインフラストラクチャ製品をクリックし、その製品を相互起動するか、ネイティブに起動

します。

•相互起動すると、そのデバイスの [検索およびリスト（Find and List）]ページが表示されま
す。[新規追加（Add New）]をクリックし、必要な情報を入力して [保存（Save）]をクリッ
クします。

•インフラストラクチャ製品の一部（10.0よりも前のバージョン）はネイティブで開始されま
す。製品インスタンスを追加し、Provisioning内で設定するには次の手順を実行します。

1 [追加（Add）]をクリックして、[インフラストラクチャ設定 -製品インスタンスの設定
（Infrastructure Configuration - configure Product Instance）]ページで必要な情報を入力しま
す。フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示します。

2 [適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックします。

[適用（Apply）]では、設定がただちにデバイスへ送信されます。[下書きとして保存（Save
asDraft）]では、設定がローカルにのみ保存されます。後でサービスをデバイスに送信す
るには、[適用（Apply）]をクリックするか、インフラストラクチャ設定スケジューリン
グ機能を使用します。

また、[下書きとして保存（Save as Draft）]を選択すると、オブジェクトのプロビジョニ
ング状態が [追加未実行（Uncommitted Add）]になります。動作ステータスは非アクティ
ブです。つまり、オブジェクトはまだデバイスに送信されていません。

[適用（Apply）]をクリックすると、デバイスが再起動し、進行中のコールが予期せず
終了します。

（注）

インフラストラクチャ設定インスタンスをネイティブ起動用にコピーするには、[コピー（Copy）]
をクリックします。[インフラストラクチャ設定 -製品インスタンスの設定（Infrastructure
Configuration - configure Product Instance）]ページで、[下書きの設定（Draft Configuration）]タブを
クリックして必要な情報を入力します。フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示

します。[適用された設定（Applied Configuration）]タブには、設定済みのインスタンスが表示さ
れます。[適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックします。インフ
ラストラクチャ設定インスタンスが「copy of」というプレフィックス付きで保存されます。
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ネイティブ起動用のインフラストラクチャ設定インスタンスを削除するには、次のいずれかを実

行します。

•ただちに設定済みのインスタンスをデバイスから削除するには、[削除（Delete）]をクリッ
クします。

•オーダーを後でプッシュする場合は、[削除のスケジュール（ScheduleDelete）]をクリックし
ます。

•設定済みのインスタンスがローカルに保存されて残っている場合は、[下書きの削除（Delete
Draft）]をクリックします。

オブジェクトのステータスは [削除未実行（UncommittedDelete）]になります。動作ステータスは
アクティブです。

[下書きの削除（Delete Draft）]を実行しても、他のインフラストラクチャ製品やユーザサービス
でそのインスタンスを引き続き使用できます。たとえば、あるルートパーティションに削除対象

のマークが付いている場合も、そのルートパーティションは回線または電話製品やコーリング

サーチスペースで選択可能です。

インフラストラクチャ設定インスタンスをネイティブ起動用に編集するには、変更するインスタ

ンスをクリックします。[下書きの設定（Draft Configuration）]タブで、必要な変更を行います。
フィールドの横のアスタリスクは、必須フィールドを示します。必要な情報を入力します。

[適用（Apply）]または [下書きとして保存（Save as Draft）]をクリックし、変更を保存します。

Cisco Unified Communications Manager内で数値が指定されている設定値を消去するには、値と
して0を入力する必要があります。値を消去しただけでは、CiscoUnifiedCommunicationsManager
内の設定は解除されません。

（注）
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第 5 章

ユーザおよびユーザサービスの設定

• ユーザの追加, 31 ページ

• ユーザのサービスのオーダー, 33 ページ

• オーダーの処理, 54 ページ

ユーザの追加
ユーザを追加するには、以下の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]ページで、[追加（Add）]をクリックします。
ステップ 3 [ユーザの追加（Add User）]ウィンドウで、[ユーザ ID（User ID）]、[ドメイン（Domain）]、[名

前（Name）]を入力します。さらに、必要に応じて他のフィールドに値を入力します。
特定のドメインまたはユーザ権限のクイックビューを起動するには、ドメインやユーザ権限の選

択時に、ドロップダウンメニューをクリックして、[クイックビュー（Quick View）]アイコンに
マウスを移動します。

ステップ 4 [保存してプロビジョニングを開始（Save andBegin Provisioning）]ドロップダウンで、次の操作を
実行します。

•詳細を保存し、ユーザの [サービスのプロビジョニング（Service Provisioning）]ページを開
くには、[保存してプロビジョニングを開始（Save and Begin Provisioning）]をクリックしま
す。

•詳細を保存し、別のユーザを追加するには、[保存して追加を続行（Save and Add Another）]
をクリックします。

•詳細を保存して [ユーザの追加（AddUser）]ウィンドウを閉じるには、[保存して閉じる（Save
and Close）]をクリックします。
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•ユーザロールに基づいて自動プロビジョニングパラメータを選択した場合、詳細を保存し
てサービスを表示するには、[サービスを保存して表示（Save and View Services）]をクリッ
クします。

（注） •サービスが関連付けられているユーザを削除する場合は、ユーザを削除する前に
サービスの関連付けを解除するように通知されます。

•ユーザを追加するには、[インフラストラクチャのセットアップ（Infrastructure
Setup）]ページの [LDAP統合（LDAP integration）]フィールドを [なし（None）]に
する必要があります。

•ユーザ IDは一意とし、大文字と小文字を区別する必要があります。使用できる文
字は、英数文字（A～Z、a～z、0～9）、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、
ピリオド（.）、アポストロフィ（'）、スペース（）、およびアットマーク（@）
です。

•コールプロセッサのユーザ名を作成する場合、[名（First Name）]および [姓（Last
Name）]のフィールドに入力できる文字の合計数は 30文字です。この上限を超え
た状態でプロビジョニングすると、コールプロセッサからエラーメッセージが送

信されます。

•疑似権限では、コールプロセッサでユーザが関連付けられていないエンドポイント
をプロビジョニングできます。

•ユーザの権限を選択する際は、組織内での従業員の標準的な設定に合わせて、デ
フォルトまたは Employeeユーザ権限を設定しておく必要があります。デフォルト
または Employeeユーザ権限をニーズに合わせて設定しておかないと、従業員ユー
ザレコードに必要なオプションが記録されなくなります。

• DefaultUserTypeルールは、デフォルトとして設定するユーザロールを制御します。
Cisco PrimeCollaboration Provisioningでは、Employeeユーザ権限がデフォルトのユー
ザ権限として設定されます。Cisco Prime Collaboration Provisioningでドメインのデ
フォルトのユーザ権限名を更新する場合は、DefaultUserTypeルールをそのドメイン
の新しいデフォルトの権限名に更新してください。

•ユーザ名を変更しても、（エンドポイントや回線を以前のユーザ名でオーダーして
いる場合は）ユーザのエンドポイントや回線の説明フィールドは変更されません。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerの場合は、[名（First Name）]および [姓（Last
Name）]のフィールドに入力できる文字の合計数は 30文字になります。

•ユーザにサービスが関連付けられていない場合は、ユーザの削除について確認を求
めるメッセージが表示されます。

•ユーザからサービスの接続が解除されても、実際にデバイス（プロセッサ）から
サービスが削除されるわけではありません。Provisioning内で接続が解除されるだ
けです。

•この後にドメインの同期が実行されると、同期ルールに応じてユーザが再度作成さ
れ、サービスをユーザに関連付けることができます。
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[ユーザプロビジョニング（User Provisioning）] からの CUCM と Unity Connection の相互起動に関す
るリンク

Prime Collaboration Provisioningでは、管理者は選択したユーザに対して、マネージャの設定とア
シスタントの設定の相互起動を許可することができます。管理者は、PrimeCollaborationProvisioning
からユーザ、エンドポイント、および回線に関するリンクページを相互起動できます。Manager
とAssistantの設定を相互起動する場合は、UIにアクセスして、サーバで直接アクションを実行で
きます。シングルサインオンを使用すると、いくつかのアプリケーションを相互起動できます。

『Cisco Prime Collaboration Provisioning Guide - Standardおよび Advanced、11.x』の「Prime
Collaboration Provisioningのシングルサインオン」セクションを参照してください。

ユーザ向けのボイスメールサービスをプロビジョニングする場合、ボイスメールサービスからの

相互起動リンクは、[通知デバイス（NotificationDevices）]、[代行内線番号（AlternateExtensions）]、
[グリーティング（Greetings）]、[プライベート同報リスト（Private Lists）]となります。

Managerの設定と Assistantの設定の相互起動リンクを表示するには、[サービスの詳細（Service
Details）]ページで [ユーザサービス（User Services）]（[ユーザプロビジョニング（User
Provisioning）]でユーザを選択）にマウスポインタを移動し、[クイックビュー（Quick View）]
アイコンをクリックします。

ユーザのサービスのオーダー
すべてのサービスのオーダー作成は同じ基本手順に従います。

ユーザは必ずしもすべてのサービスにアクセスできるわけではありません。CiscoPrimeCollaboration
Provisioningはポリシー適用の形式を実装して、ユーザが割り当てられたロールに適したエンドポ
イントとサービスを取得できるようにします。オーダー時に表示されるサービスのリストは、次

の項目によって異なります。

•ユーザに割り当てられているユーザ権限、およびユーザが利用できるドメインとサービスエ
リア。

•サービスエリア内で配信をサポートするリソースを利用できるかどうか（たとえば、Unified
Messagingを提供するには、Cisco Unityまたは Cisco Unity Connectionシステムを利用できる
必要があります）。

• Provisioningシステムの設定。

サービスの依存関係は次のとおりです。

◦回線には既存のエンドポイントが必要です。

◦ボイスメールおよび電子メールには既存の回線が必要です。

◦ユニファイドメッセージングには電子メールが必要です。

◦エクステンションモビリティ回線にはエクステンションモビリティアクセスが必要で
す。
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ユーザのサービスをオーダーするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]ページで、対象のユーザを選択します。

ステップ 3 [サービスの詳細（Service Details）]ページで [新規サービス（New Service）]をクリックします。

ステップ 4 ドロップダウンリストからサービスエリアを選択します。マウスポインタを [クイックビュー
（Quick View）]アイコンの上に置くと、ドロップダウンリストにサービスエリアの情報が表示
されます。

ステップ 5 [続行（Continue）]をクリックします。
プロビジョニング可能なすべてのサービスが表示されます。表 3：Provisioningのサービス, （36
ページ）を参照してください。

ステップ 6 プロビジョニングするサービスを選択し、[続行（Continue）]をクリックします。
ユーザのリストにエンドポイントが表示されない場合は、指定したユーザのユーザ権限

をエンドポイントに関連付ける必要があります。エンドポイントを追加しようとしたと

きに、エンドポイントが表示されない場合、ユーザロールがエンドポイントを許可し

ていないか、またはこのサービスエリア内のユーザに対してエンドポイントをプロビ

ジョニングできないことが原因です。ユーザ権限をエンドポイントに関連付ける方法に

ついては、ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 7 [サービスのプロビジョニング（Service Provisioning）]ページで、[オーダー入力（Order Entry）]
ウィザードに従ってサービスの必要情報を入力します（必須フィールドの詳細については、表4：
[オーダーエントリ（Order Entry）]のフィールド, （47ページ）を参照してください）。
オーダーを作成する際は、次の点に注意してください。

• [<サービスタイプ>情報（<Service Type> Information）]および [詳細オーダー設定（Advanced
Order Configuration）]ペインには、選択したサービスの仕様が表示されます。

• [詳細オーダー（AdvancedOrder）]または [管理者（Administrator）]承認権限が割り当てられ
ているユーザは、[詳細オーダー設定（AdvancedOrderConfiguration）]ペインにアクセス可能
です。ただし、[詳細オーダー設定（AdvancedOrderConfiguration）]を使用しなくても、オー
ダーを完了したりエンドポイントをプロビジョニングしたりすることができます。

Cisco Unified Communications Manager内で数値が指定されているプロビジョニング
属性の値の設定をクリアするには、値として0を入力する必要があります。値を指
定せずにフィールドを空白のままにしても、プロビジョニング属性の値はクリアで

きません。

（注）

ステップ 8 [続行（Continue）]をクリックしてオーダーを作成します。
ステップ 9 [確認（Confirm）]をクリックして [OK]をクリックします。[サービスの詳細（Service Details）]

ページにオーダー番号を表示できます。[プロビジョニング履歴（Provisioning History）]ペインを
チェックして、オーダーステータスを確認します。

グローバル検索オプション（ホームページの右隅にある検索）を使用して、ユーザ IDと姓、MAC
アドレス、電話番号を検索できます。
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•ユーザ IDと姓の検索では、英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、ハイフン（-）、下線（_）、
ドット（.）、アットマーク（@）、スペース、アポストロフィを使用できます（例：
AASJKUser006、AAS*、AA*、*SJKUser006、3242#@!#########&@!*@(3)、
AANewRDUser00*）。

• MACアドレスの検索では、英数字（A～ Z、 a～ z、0～ 9）、ダッシュ（-）、ピリオド
（.）、アンダースコア（_）を使用できます（例：0024C444C3C6、0024*、*24）

• [電話番号（DirectoryNumber）]検索では、英数字、ピリオド、アンダースコアを使用できま
せん。電話番号では、+、?、()、-などの特殊文字を使用できます（例：+0000057、\+0000*、
\+*、*0000*、*57）。

（注） •グローバル検索オプションでMACアドレスを使用して電話番号を検索する場合
は、xxxxxxxxxxxxの形式を使用します。

•検索結果をより速く取得するため、検索文字列には最低3文字を入力することをお
勧めします。

オーダーしたサービスのプロビジョニング属性を表示するには、[サービスの詳細（ServiceDetails）]
ページで目的のサービスをポイントし、[操作（Actions）]リストの [表示（View）]をクリックし
ます。

オーダーしたサービスにユーザのメモを追加するには、[サービスの詳細（Service Details）]ペー
ジで目的のサービスをポイントし、[操作（Actions）]リストの [ユーザのメモ（UserNotes）]をク
リックします。

既存サービスのテンプレートを作成するには、クイックビューから [テンプレートの作成（Create
Template）]をクリックします。必要な詳細を入力して [テンプレートの作成（Create Template）]
をクリックします。すべての値が入力された、サービスのテンプレートが作成されます。

多数のサービスを展開している場合は、それらのアクティビティを 1つのアクティビティにまと
めることができます。Cisco Prime Collaboration Provisioningのバッチプロビジョニング機能を使用
すると、複数のタイプのオーダーを含む単一のバッチを作成できます。また、種類が異なる複数

のサービスを 1つのバッチ操作で処理することもできます。

バッチプロジェクトを設定するには、[展開（Deploy）] > [バッチプロビジョニング（Batch
Provisioning）]を選択します。

サービスのプロビジョニング中に [セキュリティプロファイル（Security Profile）]のプロビ
ジョニング属性を選択してエラーが発生した場合は、オーダーが正常に完了するように [保護
デバイス（Protected Device）]オプションのチェックボックスをオフにします。クラスタとデ
バイスのセキュリティモードが Cisco Unified Communications Managerのクラスタ用に適切に
設定されていることを確認します。Cisco Unified CommunicationsManagerのセキュリティパラ
メータの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Security Guide』の「Cluster
and Security Modes」の項を参照してください。

（注）
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次のサービスは、ユーザロールにサービスが関連付けられるまで、オーダー向けに表示され

ません。

（注）

表 3：Provisioning のサービス

説明サービス

現在選択されているコールプロセッサで、選択されているユーザの

モビリティを有効にします。デフォルトのパラメータを使用してオー

ダーする場合は、次のプロビジョニング属性が使用されます。

• [モビリティの有効化（Enable Mobility）]：[はい（True）]

• [モバイルボイスアクセスの有効化（Enable Mobile Voice
Access）]：[はい（True）]

• [最大デスクピックアップ待機時間（Max Desk Pickup Wait
Time）]：1000ミリ秒

• [リモート接続先の制限（Remote Destination Limit）]：4

• [プライマリユーザデバイス（Primary User Device）]

このサービスは Cisco Unified Communications Manager 9.x以降だけで
利用できます。

[モビリティサポートの有
効化（Enable Mobility
Support）]

コールプロセッサでユーザの Presence Serverライセンスを有効にし
て、プレゼンスメッセージングを更新できるようにします。サービ

スがユーザロールに追加されると、このサービスを注文できるよう

になります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照）。

[プレゼンスを有効にする
（Enable Presence）]

コールプロセッサでユーザのUnified Personal Communicatorライセン
スを有効にして、Cisco Unified Personal Communicatorを使用できるよ
うにします。これは、[プレゼンスクライアントを有効にする（Enable
Presence Client）]および [クライアントユーザ設定（Client User
Settings）]のバンドルです。

このサービスは、[プレゼンスを有効にする（EnablePresence）]をオー
ダーする場合にのみ利用できます。

サービスがユーザロールに追加されると、このサービスを注文でき

るようになります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照）。

[プレゼンスクライアント
を有効にする（Enable
Presence Client）]
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選択したコールプロセッサの選択したユーザ向けのエクステンショ

ンモビリティデバイスプロファイル、回線、ボイスメールを含みま

す。

このバンドルでは、エクステンションモビリティ、回線、ボイスー

ルなどの標準プロビジョニングサービスを 1つのオーダーで作成で
きます。サービスがユーザロールに追加されると、このサービスを

注文できるようになります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を
参照）。

[拡張モビリティサービス
（Enhanced Mobility
Service）]

選択したコールプロセッサの選択したユーザ向けのエクステンショ

ンモビリティデバイスプロファイル、回線、ボイスメール、電子

メール、ユニファイドメッセージングを含みます。

サービスがユーザロールに追加されると、このサービスを注文でき

るようになります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照）。

[拡張モビリティサービス
とユニファイドメッセー

ジング（EnhancedMobility
Service with Unified
Messaging）]

ユニファイドプレゼンスプロセッサでUnified Personal Communicator
のユーザ設定を有効にします。[クライアントユーザ設定（ClientUser
Settings）]は、[クライアントサービスの有効化（Enable Client
Service）]または [プレゼンスサービス（Presence Service）]などのバ
ンドルサービスを通じてのみオーダーできます。

サービスがユーザロールに追加されると、このサービスを注文でき

るようになります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照）。

[クライアントユーザ設定
（Client User Settings）]
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•パーソナルコンピュータと物理エンドポイントの併用（両方が
同時に鳴ります）、または CTIポート（Cisco Unified
Communications Managerで定義されている仮想電話）の使用を
有効化します。

•使用可能なすべてのコールプロセッサがすでに SoftPhoneをサ
ポートしている場合は、サービスリストに表示されません。使

用可能な特定のコールプロセッサに対して有効なサービスエリ

アのリストが表示されます。サービスエリアに基づいてこのサー

ビスを有効にできるのは、複数のサービスエリアが関連付けら

れていても Unified CMごとに 1回限りです。

•オーダー時に、ユーザのコンピュータのサーバ名または IPアド
レスを [関連付けられたPC（Associated PC）]フィールドに指定
します。

• CTIポートを使用するCiscoSoftPhoneだけに適用されます。Cisco
IP Communicatorは Cisco Unified Communications Managerとの通
信にCTIポートを使用しませんが、MACアドレスを持つ物理エ
ンドポイントとして機能します。Cisco IP Communicatorをオー
ダーするには、物理エンドポイントをオーダーし、Cisco IP
Communicatorをエンドポイントタイプとして選択する必要があ
ります。

• Cisco Jabber for Desktopが Cisco Jabber for Desktopクライアント
上のデスクトップ電話として機能するために必要です。

[SoftPhoneサポートを有効
にする（Enable SoftPhone
Support）]

エンドポイント、回線、ボイスメールを含みます。回線はオーダーし

たエンドポイントに自動的に関連付けられ、ボイスメールは自動的に

回線に関連付けられます。

[拡張エンドポイントサー
ビス（Enhanced Endpoint
Service）]
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ユーザが特定のエンドポイントタイプにログインして、自分のエン

ドポイントのデバイスプロファイルを適用できるようにします。こ

のサービスは単独で使用できるか、または回線にバンドルされていま

す。

Cisco Prime Collaboration Provisioningにコールプロセッサを追加する
ときに、コールプロセッサに対してオプションのエクステンション

モビリティの詳細を入力した場合にのみ、オーダーに対して [エクス
テンションモビリティ（Extension Mobility）]を使用できます。

SIP電話がサポートされているサービスエリアで [エクステンション
モビリティアクセス（Extension Mobility Access）]のオーダーを作成
する際は、7911、7941、7942、7945、7961、7962、7965、7970、7971、
または 7975の Cisco Unified IP Phoneの場合にだけ、電話ボタンテン
プレートを選択します。

選択した電話ボタンテンプレートでエクステンションモビリティが

サポートされていない場合は、オーダーが失敗します。

また、[iPhone用エクステンションモビリティアクセス（Extension
MobilityAccess for iPhones）]をオーダーする際、次の属性にデフォル
ト値を使用すると、オーダーが失敗する場合があります。

• [DNDオプション（DND Option）]

• [DND着信呼警告（DND Incoming Call Alert）]（設定専用属性）

• [MLPP通知（MLPP Indication）]

[iPhone用エクステンションモビリティアクセス（Extension Mobility
Access for iPhones）]をオーダーする際は、これらの属性に次の値を
使用してサービステンプレートを作成し、オーダーの作成中にテン

プレートを適用することをお勧めします。

• [DNDオプション（DND Option）] - [コール拒否（Call Reject）]

• [DND着信呼警告（DND IncomingCall Alert）] - [無効（Disable）]

• [MLPP通知（MLPP Indication）] - [オフ（Off）]

[エクステンションモビリ
ティアクセス（Extension
Mobility Access）]または
[回線でのエクステンショ
ンモビリティアクセス

（Extension Mobility
Access with Line）]

CiscoUnifiedCommunicationsManagerで、デバイスプロファイルに対
してオーダーされたディレクトリ番号または回線です。ユーザがすで

に [エクステンションモビリティアクセス（ExtensionMobilityAccess）]
を所有している場合にアップグレードとしてオーダーできます。

[エクステンションモビリ
ティ回線（Extension
Mobility Line）]
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Jabberサービスをオーダーできます。[Cisco Jabberサービス（Cisco
Jabber Service）]は、Cisco Jabber for Tablet、Cisco Jabber for Desktop、
Cisco Jabber for Android、Cisco Jabber for BlackBerry、Cisco Jabber for
iPhoneに対してオーダー可能です。[Cisco Jabberサービス（Cisco
Jabber Service）]をオーダーページで表示するには、ユーザロールが
必要です。

ユーザの最初のサービスとして Cisco Jabberをプロビジョニングする
場合、ユーザサービス設定はオーダーウィザードの一部にはなりま

せん。ユーザサービス設定を変更（ユーザを Unified CM IMおよび
Presenceで有効にする）する場合、Jabberサービスをユーザにプロビ
ジョニングした後で、そのユーザの [サービス詳細（ServiceDetails）]
ページに移動し、ユーザサービスにカーソルを置いて、アクション

リストで [変更（Change）]をクリックします。

[Cisco Jabberサービス
（Cisco Jabber Service）]

[回線（Line）]サービスはエンドポイントの有無に関わらず、ユーザ
に対してプロビジョニング可能です。新しい [回線（Line）]サービス
のプロビジョニングでは、出荷、割り当て、受領、または追跡（返品

用）の手順は必要ありません。

[回線（Line）]サービスの横にある [アップグレード（Upgrade）]の
指示は、既存のエンドポイント用に [回線（Line）]がオーダーされる
ことを示します。

コールプロセッサでは、回線の表示が 30文字を超えることはできま
せん。名と姓を組み合わせた文字が 30文字を超えないようにしてく
ださい。この上限を超えた状態でオーダーを作成した場合、コール

プロセッサからエラーが送信されます。サービステンプレートを使

用すると、文字数が 30文字を超えないように制限する自動切り捨て
機能を備えた、キーワードに基づいた自動設定を作成できます。

[回線（Line）]サービスのエンドユーザの関連付けは自動的にプロビ
ジョニングされます。詳細については、ユーザ権限の追加,（26ペー
ジ）を参照してください。

[回線（Line）]

共有[共有エンドポイントの回線（Line on a Shared Endpoint）]は、
ユーザが同じ物理エンドポイントで独自の別回線を必要としている場

合にオーダーします。このサービスをプロビジョニングすると、エン

ドポイントとそのすべての回線が各ユーザのレコードに表示されま

す。

ユーザレコード内で共有されているエンドポイントの横に、[共有
（Shared）]アイコンが表示されます。

[共有エンドポイントの回
線（Line on a Shared
Endpoint）]

エンドポイント、回線、ボイスメール、電子メールで構成されます。[メッセージングサービス
（Messaging Service）]
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[エンドポイント
（Endpoint）]
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関連付けられた回線または電話番号のないエンドポイントをオーダー

します。回線または電話番号に関連付けることはできません。

SIPフォンでは、7911、7941、7942、7945、7961、7962、7965、7970、
7971、7975の Unified IP Phoneに対してのみ [エクステンションモビ
リティ（ExtensionMobility）]を有効にするため、[はい（Yes）]を選
択します。

エンドポイント名のガイドラインは次のとおりです。

• Unified Personal Communicator：

◦ユーザ名と一致している必要があります（UPCでは、オー
ダーがプロビジョニングされた後に自動的にエンドポイン

ト名に追加されます）。

◦大文字（A～ Z）または数字（0～ 9）を含める必要があり
ます。他の文字は無視されます。

◦ UPCの後に 12文字を追加することができます。

たとえば、ユーザ名が john_jacksonの場合は、
JOHNJACKSONと入力します。

• Cisco Jabber for iPhone：

◦プレフィックスTCTを含める必要があります（これを入力
しない場合は、Cisco Prime Collaboration Provisioningによっ
て自動的に追加されます）。

◦プレフィックスを含んで 15文字未満にする必要がありま
す。

◦含めることができるのは英数字（A～Z、a～ z、0～ 9）だ
けです。Cisco Prime Collaboration Provisioningは、エンドポ
イントに情報をプッシュする前に小文字を大文字に変換し

ます。

• Cisco Jabber for Android：

◦デバイス名は「BOT」で開始し、大文字のみを使用する必
要があります。

たとえば、ユーザ名が tadamsであるユーザの BOTデバイ
スを作成する場合は、「BOTTADAMS」と入力します。

◦プレフィックスを含んで 15文字未満にする必要がありま
す。

◦ユーザ名には英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、アンダー
スコア（_）、ハイフン（-）、またはピリオド（.）を含め
ることができます。
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CTIポート：1～ 15文字の英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）、
アンダースコア（_）、ハイフン（-）、またはピリオド（.）を
含める必要があります。

•

• IP Communicator：1～ 15文字の英数字（A～ Z、a～ z、0～
9）、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、またはピリオド
（.）を含める必要があります。

Client Services Framework：1～ 15文字の英数字（A～ Z、a～ z、0
～ 9）を含める必要があります。

エンドポイント属性は、選択したエンドポイントタイプで

サポートされる機能に基づいて表示されます。

（注）

新しいエンドポイントと回線を追加します。

[エンドポイントサービス（Endpoint Service）]をオーダーする場合、
回線の最大数は電話タイプの電話ボタンテンプレートによって異な

ります（電話ボタンテンプレートが使用可能な場合）。

エンドポイント属性は、選択したエンドポイントタイプで

サポートされる機能に基づいて表示されます。

（注）

[エンドポイントサービス
（Endpoint Service）]

ユーザ用の [リモート接続先プロファイル（RemoteDestinationProfile）]
をオーダーしてユーザの属性を設定し、シングルナンバーリーチ

（SNR）をサポートする [リモート接続先プロファイル回線（Remote
Destination Profile Line）]を選択または設定できるようにします。

[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]では、
オーナーの変更と交換の操作がサポートされません。

サービスがユーザロールに追加されると、このサービスを注文でき

るようになります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照）。

[リモート宛先プロファイ
ル（Remote Destination
Profile）]
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1つの [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]
で、無制限の [リモート接続先プロファイル回線（Remote Destination
Profile Line）]をオーダーします。[リモート接続先プロファイル回線
（Remote Destination Profile Line）]は、回線の自動割り当てまたは選
択されたタイプをサポートします。

ユーザ間で [リモート接続先プロファイル回線（Remote Destination
ProfileLine）]を共有でき、同じ接続先を [リモート接続先プロファイ
ル（RemoteDestinationProfile）]、[回線（Line）]、および [モビリティ
アクセス回線の有効化（Enable Mobility Access Line）]で共有できま
す。この場合、回線のすべてのタイプが共有回線として表示されま

す。

[リモート接続先プロファイル（RemoteDestinationProfile）]では、[回
線（Line）]サービスでオーダーするように[ボイスメール（Voice
Mail）]または [エクステンションモビリティ（Extension Mobility）]
をオーダーできます。

[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]のオー
ダーは、ユーザ権限では可能ですが、疑似ユーザでは実行できませ

ん。

サービスがユーザロールに追加されると、このサービスを注文でき

るようになります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照）。

[リモート接続先プロファ
イル回線（Remote
Destination Profile Line）]

このコールプロセッサを共有するためにすべてのサービスエリアの

[リモート接続先プロファイル（RemoteDestinationProfile）]サービス
を有効にします。また、[リモート接続先プロファイル回線（Remote
Destination Profile Line）]を追加します。

[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]のオー
ダーは、ユーザ権限では可能ですが、疑似ユーザでは実行できませ

ん。

サービスがユーザロールに追加されると、このサービスを注文でき

るようになります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照）。

[リモート接続先プロファ
イルサービス（Remote
Destination Profile
Service）]
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[モビリティの有効化（Enable Mobility）]、モビリティの有効化、お
よび [リモート接続先プロファイル回線（Remote Destination Profile
Line）]を設定します。

デスクトップ電話でモビリティを動作させるには、次の手順を実行す

る必要があります。

• [電話（phone）]および [リモート接続先プロファイル（Remote
Destination Profile）]で、[回線（Line）]を共有するように設定
します。

• [リモート接続先（RemoteDestination）]に使用される [ユーザID
（User ID）]を [オーナー（Owner）]に設定します。

• Cisco Unified Communications Managerでソフトキーテンプレー
トを作成して、これをデスクトップ電話に割り当てます。Cisco
PrimeCollaboration Provisioningでは、ソフトキーのカスタマイズ
はサポートされていません。CiscoUnifiedCommunicationsManager
で、テンプレートをカスタマイズする必要があります。

サービスがユーザロールに追加されると、このサービスを注文でき

るようになります。（ユーザ権限の追加, （26ページ）を参照）。

ユーザに対してモビリティサポートの有効化（Enable
Mobility Support）サービスをオーダー済みの場合は、その
ユーザに対してシングルナンバーリーチ（Single Number
Reach）サービスをオーダーできません（[ユーザプロビジョ
ニング（User Provisioning）]ページでは、そのユーザに対
して [シングルナンバーリーチサービス（Single Number
Reach Service）]オプションが表示されません）。

（注）

[シングルナンバーリーチ
サービス（Single Number
Reach Service）]

すでに電子メールとボイスメールを所有している場合は、[ユニファ
イドメッセージング（Unified Messaging）]機能を追加するオーダー
を作成できます。[ユニファイドメッセージング（UnifiedMessaging）]
機能により、ボイスメールからの電子メールの取得と、電子メールか

らのボイスメールの取得が可能になります。

Cisco Unityでは、テキスト/スピーチ（TTS）機能を有効化すること
になります。Cisco Unity Connectionでは、TTS機能と Internet Mail
Access Protocol（IMAP）機能を有効化することになります。

[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]サービスの横に
ある [アップグレード（Upgrade）]の指示は、[ユニファイドメッセー
ジング（Unified Messaging）]機能を含めるように既存の電子メール
とボイスメールがアップグレードされることを示します。

[ユニファイドメッセージ
（Unified Messaging）]
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[ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Service）]
のオーダーには、回線、エンドポイント、ボイスメール、電子メー

ル、ユニファイドメッセージングサービスが含まれます。

ユーザが利用できるサービスのリストは、ユーザ権限と Provisioning
のシステム設定に基づきます。必要なサービスを含めるようにこのリ

ストを変更する場合は、Provisioningの管理者に問い合わせてくださ
い。

[ユニファイドメッセージ
ングサービス（Unified
Messaging Service）] 1

コールプロセッサでユーザのプレゼンスサービス設定を有効にする

ことで、プレゼンスメッセージングを有効にします。

[ユーザサービス（User Services）]を設定するには、次の手順を実行
します。

1 Provisioningにプレゼンスサーバを追加し、インフラストラクチャ
の同期を実行します。

2 オーダーに使用するサービスエリアにプレゼンスサーバを追加し

ます。

（注） •ユーザサービスはCiscoUnifiedCommunicationsManager
9.x以降のバージョンで利用できます。

• Cisco Unified Communications Manager 10.0以上では、
[ユーザサービス（User Services）]はオーダー可能な
サービスとして使用できなくなります。サービスの

オーダーを作成するとデフォルトで追加されます。

[ユーザサービス（User
Services）]

ユーザがすでに回線を所有している場合は、追加の [ボイスメールお
よび電子メール（Voicemail and Email）]サービスのオーダーを作成
します。

[ボイスメールおよび電子メール（Voicemail and Email）]サービスの
横にある [アップグレード（Upgrade）]の指示は、ボイスメールと電
子メールを含めるように [回線（Line）]サービスがアップグレードさ
れることを示します。

[ボイスメールおよび電子
メール（Voicemail and
Email）]（バンドル）

ユーザがすでに回線を所有している場合は、追加の [ボイスメール
（Voicemail）]サービスのオーダーを作成します。
[ボイスメール（Voicemail）]サービスの横にある [アップグレード
（Upgrade）]の指示は、ボイスメールを含めるように [回線（Line）]
サービスがアップグレードされることを示します。

[ボイスメール
（Voicemail）]（個別）
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ユーザがすでに回線を所有している場合は、追加の [電子メール
（Email）]サービスのオーダーを作成します。

[電子メール（Email）]サービスの横にある [アップグレード
（Upgrade）]の指示は、電子メールを含めるように [回線（Line）]
サービスがアップグレードされることを示します。

[電子メール（Email）]
（個別）

2

1 Cisco Unityの [電子メール（Email）]または [ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Service）]
をオーダーした後、[ユーザレコード詳細（User Record Details）]ページの電子メールアドレスに完全なドメイン
情報が付加されるまでには初期遅延があります。完全な電子メールアドレスを表示するには、オーダー後にユー

ザの同期およびドメインの同期を実行する必要があります。

2 Cisco Unityの [電子メール（Email）]または [ユニファイドメッセージングサービス（Unified Messaging Service）]
をオーダーした後、[ユーザレコード詳細（User Record Details）]ページの電子メールアドレスに完全なドメイン
情報が付加されるまでには初期遅延があります。完全な電子メールアドレスを表示するには、オーダー後にユー

ザの同期およびドメインの同期を実行する必要があります。

表 4：[オーダーエントリ（Order Entry）] のフィールド

説明GUI要素

SoftPhoneのサポートで使用するコンピュータの名前（DNSによる解決
が可能なもの）または IPアドレスです。

[関連付けられたPC
（Associated PC）]

電子メール IDを入力します。スペースを含めることはできません。[電子メールID（Email
ID）]

電子メールの [差出人（From）]フィールドで使用する名前を入力しま
す。

[表示名（Display
Name）]（電子メー
ル）

[はい（Yes）]または [いいえ（No）]を選択します。[エクステンションモビ
リティの有効化

（Enable Extension
Mobility）]

次のいずれかを選択します。[自動割り当て回線（Auto-AssignedLine）]：
システムが自動的に電話番号を割り当てます。

[選択した回線（Chosen Line）]：ユーザが電話番号を指定します。電話
番号にダッシュやスペースを含めることはできません。

[エクステンションモ
ビリティ回線

（Extension Mobility
Line）]
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次のいずれかを選択します。

• [自動割り当て回線（Auto-AssignedLine）]：システムが自動的に電
話番号を割り当てます。自動割り当て番号は、オーダープロセス

の開始時に選択したサービスエリアから取得されます。

• [選択した回線（ChosenLine）]：ユーザが電話番号を指定します。
電話番号にダッシュやスペースを含めることはできません。管理者

は共有回線に未使用の番号、またはユーザがすでに所有している番

号を選択できます。

回線が設定された後で、ページ右側の保存アイコンをクリックして設定

を保存します。

その後、[詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）]オプショ
ンで回線のプロビジョニング属性を設定できます。[回線のコピー（Copy
Line）]フィールドから回線を選択して [完了（Done）]をクリックし、
同じエンドポイントで設定した回線のプロビジョニング属性をコピーす

ることもできます。

[回線タイプ（Line
Type）]

電話番号をフィールドに直接入力することも、[セレクタ（Chooser）]ア
イコンをクリックして電話番号を選択することもできます。

[セレクタ（Chooser）]アイコンをクリックすると、[電話番号（Directory
Number）]検索ページが表示されます。[電話番号（DirectoryNumber）]
検索ページを使用するには、次の手順を実行します。

1 [電話番号（ Directory Number）]検索ページで、次の中から検索基準
を選択します。

• [電話番号（Directory Number）]：検索する具体的な番号を入力
します。

• [使用可能なDN（Available DNs）]：オンにすると、Provisioning
データベース内の使用可能な電話番号がすべて表示されます。

• [予約済みDN（Reserved DNs）]：オンにすると、オーダーを作
成するユーザ用に予約された電話番号が表示されます。

• [DNブロック（DN Blocks）]：オーダー対象のサービスエリア
に設定された電話番号ブロックが表示されます。

2 [検索（Find）]をクリックします。検索結果が表示されます。

3 対象の電話番号をクリックします。

[電話番号（Directory
Number）]
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オーダー処理中は、エンドポイントで使用可能な回線の位置のリスト

ページが表示されます。回線の位置の横には、その回線の位置が使用可

能であるかどうかが示されます。

回線の位置のページでは、次の操作が可能です。

•回線タイプの設定：対象回線の横の [未割り当て（Not Assigned）]
をクリックし、次のページで回線タイプを設定します。回線が設定

された後で、ページの右側の保存アイコンをクリックして設定を保

存します。

•回線の位置の変更：回線の位置の横にある上または下向き矢印キー
を押します。

•複数の回線を設定する場合、最初の回線を設定した後にバックアッ
プを取得してから次の回線を設定します。

ExtensionMobilityアクセス回線では回線ポジションはサポートされませ
ん。

[回線の位置（Line
Position）]

リストからエンドポイントを選択します。[選択されているエンド
ポイント（Selected
Endpoint）]

（任意）Prime Collaboration Provisioning Standardでは、MACアドレスま
たはダミーのMACアドレスを入力する必要があります。アナログエン
ドポイントの場合は、選択した音声ポートに基づいてMACアドレスが
自動的に生成されます。

[MACアドレス（MAC
Address）]

リストからエンドポイントタイプを選択します。[エンドポイントタイ
プ（Endpoint Type）]

プロトコルを選択します。エンドポイントは SCCPと SIPの両方をサ
ポートできます。[プロビジョニング属性（Provisioning Attribute）]で設
定されたデフォルトのプロトコルでプロビジョニングします。プロトコ

ルを選択しない場合、デフォルト設定が選択されます。設定済みのサー

ビステンプレートを適用した場合、そのテンプレート設定が使用されま

す。

[プロトコル
（Protocol）]

リストから対象のエンドポイントを選択します。[ターゲットエンドポイ
ント（Target
Endpoint）]

使用可能な電話ボタンテンプレートのリストです。[電話ボタンテンプレー
ト（Phone Button
Template）]

使用可能なサービステンプレートのリストです。[サービステンプレー
ト（ServiceTemplate）]

Prime Collaboration Provisioning for Cisco Business Edition6000 リリース 11.x ガイド
49

ユーザおよびユーザサービスの設定

ユーザのサービスのオーダー



アナログ音声ゲートウェイ参照を選択します。

ユーザの同期を実行する前に、インフラストラクチャの同期を実行する

必要があります。ユーザの同期において、同期されたアナログエンドポ

イントが IMには存在しない音声ゲートウェイ参照に関連付けられてい
た場合、その音声ポートインスタンスの作成および関連付けはスキップ

されます。その結果、Cisco PrimeCollaboration Provisioningを使用してそ
のアナログエンドポイントを管理できなくなります。

[アナログ音声ゲートウェイ参照（Analog Voice Gateway Reference）]
フィールドは、ゲートウェイの説明と英数字の参照番号を含めるために

拡張されます。音声ゲートウェイのインフラストラクチャサービスの設

定中にゲートウェイの説明が入力されると、その説明が [アナログ音声
ゲートウェイ参照（Analog Voice Gateway Reference）]フィールドに表示
されます。

[アナログ音声ゲート
ウェイ参照（Analog
Voice Gateway
Reference）]

[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]の名前が表
示されます。

[名前（Name）]

[リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]の説明が表
示されます。

[説明（Description）]

選択された [リモート接続先プロファイル（Remote Destination Profile）]
の名前が表示されます。

[選択されているリモー
ト接続先プロファイル

（Selected Remote
Destination Profile）]

使用可能なサービスエリアのリストです。

[サービスエリア（Service Area）]にユニファイドメッセージプロセッ
サとして Unity Connectionが設定されており、Unity Connectionに外部電
子メールサーバがない場合は、Provisioningで [電子メール（Email）]の
オーダーを行う際に、オプションとして [サービスエリア（ServiceArea）]
が表示されません。

[サービスエリア
（Service Area）]

[ユニファイドメッセージング（Unified Messaging）]を有効にできる、
使用可能な電子メールのリストです。

[ユニファイドメッ
セージ（Unified
Messaging）]
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Tool for Auto-Registered Phones Support（TAPS）電話に使用されます。こ
のチェックボックスをオンにすると、Provisioningはシステムで一意の
ダミーMACアドレスを持つ電話を作成します。

TAPS電話を Cisco Unified Communications Managerでプロビジョニング
し、実際のMACアドレスに更新した後、Provisioningでユーザとドメイ
ンの同期を実行する必要があります。それによって、Provisioning内の
ダミーMACアドレスが実際のMACアドレスに更新されます。

ダミーのエンドポイントがオーダーされた後の変更オーダーやキャンセ

ルオーダーでは、ユーザやドメインの同期は必要ありません。

[ダミーMACアドレス
の使用（Use Dummy
MAC Address）]

ボイスメールのエイリアスを入力します。ボイスメールは Cisco Unity
Connectionでのエイリアスで識別されます。エイリアスはボイスメール
をオーダーしたユーザ IDと同じとすることができです。

[ボイスメールエイリア
ス（Voicemail Alias）]

ボイスメールの表示名を入力します。[ボイスメール表示名
（Voicemail Display
Name）]

[アナログ音声ゲートウェイ参照（Analog Voice Gateway Reference）]
フィールドに基づいて、該当する音声ポートが設定されます。占有され

ているポートおよび使用可能なポートのリストを表示できます。オー

ダー用に選択できるのは使用可能なポートだけです。

[音声ポート
（Voiceport）]

オーダーしたサービスの使用可能なプロビジョニング属性がリストされ

ます。これにより、発注するときにプロビジョニング属性を設定するこ

とができます。[詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）]オ
プションの横のプラス記号（+）をクリックし、このペインを展開しま
す。

Cisco Unified Communications Manager内で数値が指定されているプロビ
ジョニング属性の値の設定を解除するには、値として 0を入力する必要
があります。値をクリアしただけでは、Cisco Unified Communications
Manager内のプロビジョニング属性は解除されません。

[詳細オーダー設定（Advanced Order Configuration）]は、[詳細オーダー
（Advanced Ordering）]承認権限が割り当てられているユーザだけが使
用できます。

[詳細オーダー設定
（Advanced Order
Configuration）]

予約済みのエンドポイントがリストされている検索ページを開きます。

予約済みのエンドポイントは特定のユーザのために予約されています。

プロビジョニング中にエンドポイントのMACアドレスまたは
ダミーMACアドレスを入力します。

（注）

[予約済みのエンドポイ
ントを選択する

（Choose a reserved
endpoint）]
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[エンドポイントのコ
ピー（Copyendpoint）]
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ユーザ権限でサポートされているシステムのエンドポイントがすべてリ

ストされている検索ページを開きます。エンドポイントをコピーして、

既存のエンドポイントと同じ設定で新しいエンドポイントをプロビジョ

ニングすることができます。

設定をコピーするには、検索ページでエンドポイントを選択して [OK]
をクリックし、エンドポイントの設定を新しいエンドポイントにコピー

することを確認します。

この機能を使用できるのは、[詳細オーダー（Advanced Ordering）]権限
を持つユーザだけです。

グローバルアクセスを行うことができる場合は、エンドポイントが同じ

コールプロセッサに属していれば、管理対象のエンドポイントと管理対

象外のエンドポイントを含めた、ユーザがオーダー可能なすべてのエン

ドポイントをコピーできます。

ドメインアクセスを行うことができる場合は、エンドポイントが同じ

コールプロセッサに属していれば、ユーザがオーダー可能であり、さら

にユーザが管理可能なドメイン内にある管理対象エンドポイントだけを

コピーできます。

これは、各エンドポイントに固有の設定が存在するため、すべての設定

が新しいエンドポイントにコピーされるわけではないからです。次の設

定は新しいエンドポイントにコピーされません。

• [電話番号（Directory Number）]

• [MACアドレス（MAC Address）]

• [エンドポイントの説明（Endpoint Description）]

エンドポイントがコピーされても、サービスは新しいエンドポイントに

コピーされません。たとえば、回線、ボイスメール、電子メールがエン

ドポイントに存在する場合、これらは新しいエンドポイントにコピーさ

れません。さらに、エンドポイントに関連付けられている設定専用の属

性もコピーされません。

[エンドポイントのコピー（Copy endpoint）]を使用してコピーできるの
は、オーダーの作成時に設定されたプロビジョニング属性だけです。

コピーされたエンドポイントの Cisco Unified Communications Managerの
バージョンで属性がサポートされない場合、またはコピーされたエンド

ポイントのタイプで属性がサポートされない場合、その属性は新しいエ

ンドポイントでクリアされます。

アナログ電話のみ、別のアナログ電話にコピーすることができます。IP
Phoneをアナログ電話にコピーすることはできません。

エンドポイントをコピーする場合、追加オーダー時に設定されたプロビ

ジョニング属性はコピーされるだけです。
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オーダーが完了すると、Cisco Unified Communications Managerで、[共通
設定の上書き（OverridingCommon settings）]チェックボックスがオンに
なります。つまり、新しいエンドポイントのデフォルト属性は変更され

ています。

Cisco Jabberサービスは、Cisco Unified Communications Managerで Jabber
を有効にした場合のみオーダー可能です。Jabber for a Cisco Unified
Communications Managerを有効にするには、[デバイスのセットアップ
（DeviceSetup）]を選択します。デバイスのクイックビューにカーソル
を合わせ、[UCサービス（UC Services）]タブをクリックします。

リストから Jabberサービスを選択します。

• Cisco Jabber for Tablet

• Cisco Jabber for iPhone

• Cisco Jabber for Desktop

• Cisco Jabber for Blackberry

• Cisco Jabber for Android

[オーダー可能な Cisco
Jabberサービス
（OrderableCisco Jabber
Services）]

オーダーの処理
ユーザのオーダーの送信が完了すると、オーダーが承認されて出荷されます。これらの手順は、

Provisioningシステムがどのように設定されたのかに応じて、自動的に実行される場合や、ユーザ
による処理が必要になる場合があります。

オーダー処理の段階では、4つのアクティビティがユーザに割り当てられる可能性があります。
これらのアクティビティは、ドメインに対して設定されたルールに基づいて割り当てられます。

ルールの詳細については、『CiscoPrimeCollaborationProvisioningGuide - StandardおよびAdvanced、
11.x』の「ドメイン同期のビジネスルール」セクションを参照してください。

•オーダーの承認：プロビジョニングの実行にはオーダーの承認が必要です。オーダーを拒否
することもできます。このユーザには [承認（Approval）]承認権限が割り当てられている必
要があります。この割り当ては、次のルールによって制御されます。

◦ IsAuthorizationRequiredForAddOrder

◦ IsAuthorizationRequiredForChangeOrder

◦ IsAuthorizationRequiredForCancelOrder

•割り当て：MACアドレスをエンドポイントに割り当てます。このユーザには [割り当て
（Assignment）]権限が割り当てられている必要があります。この割り当ては、
PhoneAssignmentDoneByルールによって制御されます。
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•出荷：オーダーを出荷します。このユーザには [出荷（Shipping）]承認権限が割り当てられ
ている必要があります。この割り当てはPhoneShippingDoneByルールによって制御されます。

•受領：[受領（Receiver）]ユーザ権限を持つユーザが実行します。オーダーしたエンドポイン
トを受領したことを示します。この割り当てはPhoneReceiptDoneByルールによって制御され
ます。

Provisioning管理者は、これらのアクティビティの割り当て方法を設定できます。（注）
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第 6 章

セルフケアポータルの設定

• Prime Collaboration Self-Careの概要, 57 ページ

• Self-Careアカウントの作成, 58 ページ

• バッチプロビジョニングを使用した Self-Careの有効化と無効化, 59 ページ

• Prime Collaboration Self-Careの開始, 59 ページ

• 個人設定のカスタマイズ, 59 ページ

• Self-Careユーザ移行スクリプト, 66 ページ

Prime Collaboration Self-Care の概要
PrimeCollaborationが提供するSelf-Careポータルでは、サブスクライバがユーザ名、パスワード、
プライマリユーザデバイスなどの環境設定を制御できます。Self-Careポータルを使用して、自分
のアカウントやサービスを更新することができます。Self-Care機能によって、回線設定の変更、
サービスの管理、ボイスメールボックスとボイスメール PINの追加とリセット、電話オプション
の設定が可能になります。Self-Careポータルは、複数のCiscoUnifiedCMクラスタ、UnityConnection
クラスタと IM&Pクラスタ全体のユーザサービスをカバーします。

Cisco UnifiedCommunications Managerが 2名以上のユーザ間で共有されているときに、1名以
上のユーザが LDAPを使用している場合は、Cisco UnifiedCommunications Managerのバージョ
ンにかかわらず Prime Self-Careが使用されます。

（注）

Prime Collaboration Self-Careを有効にするには、Self-Careアカウントの作成, （58ページ）を参
照してください。
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Self-Care アカウントの作成
Self-Careアカウントはスタンドアロン（Assuranceと Provisioningで別々のログインを使用）また
はコンバージド（シングルサインオンで Assuranceと Provisioningの両方を利用可能）の Prime
Collaboration Provisioningで作成できます。作成するユーザごとに Self-Careを有効または無効にで
きます。

Prime Collaboration Provisioningでは、Self-Careアカウントを作成できます。作成するユーザごと
に Self-Careを有効または無効にできます。

（注） • Self-Care権限を割り当てるには、新しいドメインを作成する際に CreateSelfCareAccounts
ルールを有効にする必要があります。CreateSelfCareAccountsルールは、デフォルトで無
効になっています。

• Self-Care Migration Utilityを実行して、既存のドメインの Self-Care権限を割り当てること
もできます。これにより、既存のユーザの Self-Care権限が有効になります。詳細につい
ては、Self-Careユーザ移行スクリプト, （66ページ）を参照してください。

• [SelfCareUser]チェックボックスは、CreateSelfCareAccountsルールが有効な場合にのみ使
用できます。

•ユーザの作成後、そのユーザは、globaladminまたは domain-adminがアカウントパスワー
ドを変更した後に限り、Self-Careにログインできるようになります。デフォルトでは、
ユーザのパスワードは空です。[DefaultCUPMPassword]データフィールドでデフォルトの
パスワードを指定し、[有効（Enabled）]を [はい（true）]に設定して、デフォルトのパス
ワードを設定します。

•ユーザドメインが Active Directoryで認証されると、セルフケアログインはそのユーザ
ドメインに定義された ADサーバを使用します。

ユーザの Self-Careアカウントを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ユーザプロビジョニング（User Provisioning）]を選択します。
ステップ 2 [ユーザの追加（Add User）]をクリックして、[Prime Collaboration Self-Careを有効（Enable Prime

Collaboration Self-Care）]チェックボックスをオンにします。
ステップ 3 必要なユーザ情報を入力して保存します。
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バッチプロビジョニングを使用した Self-Care の有効化と
無効化

新しいユーザの作成時に、バッチプロビジョニングを使用して Self-Careを有効にできます。
Self-Careをユーザに対して有効にするには、バッチ操作ファイルで承認権限を SelfCareUserとし
て提供します。

バッチプロビジョニングを使用して、既存ユーザのSelf-Care権限の有効または無効を切り替える
こともできます。有効にする場合はSelfCareUserとして承認権限を提供し、無効にする場合はバッ
チ操作ファイルで何も提供しません。

Self-Careアカウントを作成するには、ドメインに対して CreateSelfCareAccountsルールを有効
にする必要があります。

（注）

バッチプロビジョニングの詳細については、バッチプロジェクトの管理, （67ページ）を参照
してください。

Prime Collaboration Self-Care の開始
ユーザ権限に応じて Self-Careを開始できます。

IE 10を使用している場合、Self-Careポータルを正常に機能させるには [標準（Standards）]モー
ドを選択する必要があります。

（注）

Self-Care権限だけを持つユーザは、ログイン後にセルフケアポータルが表示されます。

手順

ステップ 1 ブラウザで http://<provisioning-ip>/cupm/selfcareuser/Loginと入力します。
ステップ 2 Self-Careクレデンシャルを使用してログインします。

ユーザにはSelf-Care権限しかないため、アクセスできるのはSelf-Careメニューだけです。このよ
うなユーザは Provisioningメニューを利用できません。

個人設定のカスタマイズ
Self-Careを使用すると、次の電話の用途に関して、個々の属性や個人の初期設定を設定できます。
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•スピードダイヤル番号、サイレント機能のオプション、および保留音の設定などの電話オプ
ション

•エクステンションモビリティとシングルナンバーリーチのオプションを設定できる、プロ
ファイルのオプション

•コールの転送、発信者 ID、通知など、特定の電話回線のオプション

•パスワード、暗証番号（PIN）など、電話のユーザに関するユーザオプション

/opt/cupm/sep/ipt.propertiesファイルを更新して、Self-Careポータルの [電話の設定（Phone
Settings）]、[回線の設定（Line Settings）]、および [ユーザ設定（User Settings）]に表示される機
能の表示と非表示を切り替えることができます。たとえば、[電話の設定（Phone Settings）]の機
能を設定する場合は、次のように入力します。

エンドポイントの機能を表示するには、PrimeCollaborationProvisioningUIで [管理（Administration）]
> [設定（Settings）]を選択してください。
enabled features for Phone Settings should be provided as follows:
General,SpeedDials,DoNotDisturb,Locale,MusicOnHold,Others
dfc.ipt.selfcare.phone.features=General,SpeedDials,DoNotDisturb,Locale,MusicOnHold,Others#

ipt.propertiesファイルを更新するには、ルートユーザとしてログインする必要があります。変
更を有効にするためには、cupmサービスを再起動する必要があります。

（注）

Self-Careオプションを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ブラウザで次を入力します：http://<provisioning-ip>/cupm/ipt/selfcare/home.html。
ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力します。

Self-Careポータル画面が表示されます。Self-Careポータル画面は、次の要素で構成されます。

•電話カルーセル：（画面左下の）電話カルーセルには、設定可能な電話とサービスプロファ
イルのアイコンがあります。アイコンのいずれかの横側をクリックすると、追加の電話また

はプロファイルを表示できます。

•メインメニュー：（電話カルーセル右側の）メインメニューのオプションは、[電話の設定
（Phone Settings）]、[回線の設定（Line Settings）]、および [ユーザ設定（User Settings）]で
す。電話カルーセルで選択した内容に応じて、[電話の設定（PhoneSettings）]オプションは、
[エクステンションモビリティの設定（ExtensionMobility Settings）]または [シングルナンバー
リーチの設定（Single Number Reach Settings）]に変化します。

•設定エリア：選択したメインメニューの設定可能なカテゴリが次に表示されます。[スピー
ドダイヤル（SpeedDials）]などのカテゴリをクリックすると、画面の右側に設定可能なオプ
ションが表示されます。
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ステップ 3 電話カルーセルで、設定する電話またはプロファイルを選択します。

ステップ 4 [回線の設定（Line Settings）]メニューで、設定するオプションに対応する適切な回線を選択して
いることを確認します。

Self-Careポータルで設定可能なオプションは次のとおりです。

• [電話機またはエクステンションモビリティ設定（Phone or Extension Mobility Settings）]の設
定

• [シングルナンバーリーチの設定（Single Number Reach Settings）]の設定

• [回線の設定（Line Settings）]の設定

• [ユーザ設定（User Settings）]の設定

電話およびエクステンションモビリティの設定

次の表に、Self-Careを使用して実行できる電話とエクステンションモビリティの設定を示しま
す。

表 5：電話およびエクステンションモビリティの設定

手順説明設定

[電話の設定（Phone Settings）] > [MAC
アドレス（MACAddress）]を選択し、
電話の有効なMACアドレスを入力し
て、[保存（Save）]をクリックします。

電話機のMACアドレスを更新し、ボ
イスメールボックスのロックを解除し

ます。

一般

[電話の設定（PhoneSettings）] > [スピー
ドダイヤル（SpeedDials）]を選択し、
[追加（Add）]をクリックします。必要
な情報を入力し、[保存（Save）]をク
リックします。

スピードダイヤル用の電話番号を追加

します。

スピードダイヤルの間隔を空けるに

は、数字の間にカンマを追加します。

任意の数のカンマを追加できます。カ

ンマ 1個あたりのデフォルトの遅延は
2秒間です。

スピードダイヤ

ル

[電話の設定（Phone Settings）] > [サイ
レント（Do Not Disturb）]を選択し、
[[サイレント]を有効にする（Enable Do
NotDisturb）]チェックボックスをオン
にします。

[サイレント（DoNotDisturb）]機能を
有効または無効にします。

[サイレント（DoNotDisturb）]機能が
有効になっているとき、着信コールが

あった場合に実行するアクションを選

択します。

サイレント
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手順説明設定

[電話の設定（PhoneSettings）] > [ロケー
ル（Locale）]を選択し、[ユーザロケー
ル（UserLocale）]ドロップダウンリス
トから場所を選択し、[保存（Save）]
をクリックします。

作業とネットワークでサポートする時

間と言語のロケールを選択します。

ロケール

[電話の設定（Phone Settings）] > [保留
音（Music On Hold）]を選択し、コー
ルを保留にしたときに再生する音源を

[ユーザ保留音源（User Hold Audio
Source）]ドロップダウンリストから選
択して、[保存（Save）]をクリックし
ます。

保留にしたときに再生される音楽の

ソースを選択します。

保留音

[電話の設定（Phone Settings）] > [その
他（Others）]を選択し、各オプション
のチェックボックスを必要に応じてオ

ンまたはオフにして [保存（Save）]を
クリックします。

次のオプションを有効または無効にし

ます。

•スピーカーフォン

•スピーカーフォンとヘッドセット

•ビデオ

• PCポートの使用

•エクステンションモビリティ

その他

回線の設定

次の表に、選択した電話またはプロファイルの各回線で使用可能な回線の設定を示します。
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表 6：回線の設定

手順説明設定

[回線の設定（Line
Settings）]を選択し、
[コール転送（Call
Forward）]、[発信者ID
（Caller ID）]、[通知
（Notification）]、または
[保留音（Music On
Hold）]を選択して更新
し、[保存（Save）]をク
リックします。

デフォルトのコール転送オプションを設定します。

外部または内部の着信コールの転送をカスタマイズ

します。

コール転送

発信者 IDオプションを設定します。発信者 ID

着信コールとメッセージの通知のオーディオおよび

ビジュアルオプションを設定します。

通知

コールを保留にしたときに再生される音楽のソース

を選択します。

保留音

ユーザ設定

使用可能な [ユーザ設定（User Settings）]のオプションを、次のリストで説明します。

表 7：ユーザ設定

手順説明設定

[ユーザ設定（User Settings）]を選択
し、[情報（Information）]、[パス
ワード（Password）]、または [暗証
番号（PIN）]を選択して更新し、[保
存（Save）]をクリックします。

名前を更新します。

自分の電子メールアドレスを入力しま

す。

プライマリ Phoneを選択します。

情報

パスワードを更新します。パスワード

暗証番号を更新します。PIN

共通 Self-Care タスク
次の表に、ユーザが実行できるすべての共通 Self-Careタスクを示します。
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表 8：共通 Self-Care タスク

手順タスク

[ユーザ設定（User Settings）] > [パスワード（Passwords）]を選
択します。

パスワードを変更する

[ユーザ設定（User Settings）] > [暗証番号（PIN）]を選択しま
す。

電話とボイスメールの暗証番号を変更できます。電

話の暗証番号は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
（またはエクステンションモビリティの）の暗証番

号をリセットし、ボイスメールはUnityConnectionの
暗証番号をリセットします。

（注）

暗証番号を変更する

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[スピーカフォンの無効化（Disable Speakerphone）]チェック
ボックスをオンにします。

スピーカーフォンの使用を無効

にする

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[Ciscoエクステンションモビリティ（CiscoExtensionMobility）]
チェックボックスをオンにします。

エクステンションモビリティを

有効にする

[電話の設定（Phone Settings）] > [その他（Others）]を選択し、
[ビデオを有効にする（Enable Video）]チェックボックスをオ
ンにします。

ビデオコールを有効にする

[回線の設定（Line Settings）] > [コール転送（Call Forward）]を
選択し、着信コールを転送するオプションを設定します。

コールを転送する

[ユーザ設定（User Settings）] > [情報（Information）]を選択し、
電子メールアドレスを入力します。

電子メール情報を提供する

[ユーザ設定（User Settings）] > [情報（Information）]を選択し、
[プライマリデバイス（Primary Device）]ドロップダウンリス
トから優先デバイスを選択します。

プライマリデバイスとして異な

る電話を選択します。

[回線の設定（LineSettings）] > [通知（Notification）]を選択し、
着信コールとメッセージの通知オプションを選択します。

コールおよびメッセージ通知を

選択する

[電話の設定（Phone Settings）] > [保留音（Music On Hold）]を
選択し、ユーザまたはネットワークによってコールが保留にさ

れたときに使用する音源を選択します。

コール保留音のソースを選択す

る
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シングルナンバーリーチの設定

シングルナンバーリーチ機能では、別の電話番号とビジネス IP電話番号を関連付けることがで
きます。ビジネス電話番号にコールが着信すると、そのコールはCiscoPrimeCollaborationProvisioning
によって自動転送され、ビジネス電話機と指定された電話機が鳴ります。このような方法で、シ

ングルナンバーリーチ機能により、受信者の場所にかかわらず、発信者は単一の番号をダイヤル

して受信者に電話をかけることができます。

シングルナンバーリーチ用の代替番号を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電話カルーセルで、リモート接続先プロファイルに関連付けられているアイコンを選択します。

ステップ 2 [シングルナンバーリーチの設定（Single Number Reach Settings）] > を選択します。
ステップ 3 表 9：シングルナンバーリーチのフィールドの説明, （65ページ）の表の説明のとおりに情報

を指定し、[保存（Save）]をクリックします。
ステップ 4 必要に応じて、[新規追加（Add New）]をクリックして別の代替番号を追加します。

表 9：シングルナンバーリーチのフィールドの説明

説明フィールド

プライマリ電話でコールを受信したときに、Cisco Prime
CollaborationProvisionがそのコールを転送する代替番号を入
力します。

[代替番号（Alternate Number）]

（オプション）代替番号の説明を入力します。[説明（Description）]

このチェックボックスをオンにすると、着信コールで複数

の電話機が同時に鳴ります。

[リーチミーエニウェアを有効にす
る（Enable Reach Me Anywhere）]

モバイルデバイス用の代替番号の場合は、このチェックボッ

クスをオンにします。

[これはモバイルデバイスです（This
is a mobile device）]

プライマリ電話でコールが応答されるまで Cisco Prime
Collaboration Provisionが待機する時間の長さを入力します
（1/10秒単位）。この時間が経過すると、コールは代替番
号に転送されます。

[代替番号を呼び出し始めるまでの
時間:秒（Allow me … seconds to
answer）]

Cisco Prime Collaboration Provisionが代替番号の呼び出し音
を鳴らす時間の長さを入力します（1/10秒単位）。

[代替番号を呼び出し続ける時間:秒
（Continue ringing the alternate
number for … seconds）]
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説明フィールド

代替デバイスにコールを転送した後、そのデバイスにコー

ルを接続するまで Cisco Prime Collaboration Provisionが待機
する時間の長さを入力します（1/10秒単位）。この待機時
間を設定すると、コールによってボイスメールなどの自動

応答がデバイス上で開始されないように防止することがで

きます。

[コールを代替番号に接続しないよ
うにする猶予時間:秒（If the
alternate number answers within …
seconds]

この代替番号に関連付ける回線のチェックボックスをオン

にします。

[回線の関連付け情報（Line
Association Information）]

Self-Care ユーザ移行スクリプト
SelfCareMigrationUtilityは、移行中または CLIから移行後に起動できます。このツールは、
CreateSelfCareAccountsルールおよびDefaultCUPMPasswordルールセットを持つドメイン内のすべ
てのユーザを処理します。

移行の詳細については、『Cisco Prime Collaboration Upgrade and Migration Guide』を参照してくだ
さい。
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第 7 章

バッチプロビジョニング

• バッチプロジェクトの管理, 67 ページ

バッチプロジェクトの管理
バッチプロビジョニングサポートは、UnifiedCommunicationsManager、Unity Connection、Unity、
Presence Processor、Unity Express、Call Manager Express、および Generic IOS Routerのすべてのデ
バイスに提供されています。管理権限を持つユーザは、バッチプロビジョニングを使用してデバ

イスをプロビジョニングできます。

すべてのデバイスのサンプルバッチファイルは、opt/cupm/sep/ipt/config/sample/batchProvisioning
ディレクトリにあります。

バッチ操作ファイルを作成したら、そのファイルが属するバッチプロジェクトを作成する必要が

あります。バッチ操作ファイルをアップロードすると、その内容がバッチ操作に変換され、バッ

チ操作ファイル内のすべてのバッチ操作に共通するカラムが表示されます。

バッチ操作ファイルは、バッチ操作間の依存関係に従って正しい順序でアップロードする必要が

あります。

バッチプロジェクトを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [拡張プロビジョニング（AdvancedProvisioning）] > [バッチプロビジョニング（BatchProvisioning）]
を選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックして新しいプロジェクトを作成します。
ステップ 3 [バッチプロジェクトの新規作成（New Batch Project）]ウィンドウで、名前と説明を入力し、[追

加（Add）]をクリックします。

ステップ 4 バッチプロジェクトの選択後に表示される [バッチプロジェクトの設定（Configure aBatchProject）]
画面で、[バッチ操作の追加（Add Batch Actions）]をクリックします。

ステップ 5 [バッチ操作の追加（Add Batch Actions）]で目的のファイル名を選択し、[プロジェクトに追加
（Add to Project）]をクリックします。

ステップ 6 次のいずれか、または複数の操作を行います。

•バッチプロジェクトをただちに実行するか、後で実行するためのスケジュールを行います。
バッチプロジェクトでの編集、コピー、削除、キャンセル、エクスポート、その他の操作に

ついては、次の表を参照してください。

•バッチプロジェクトを後で実行するためにスケジュールします。

不要になったバッチプロジェクトまたはバッチ操作は削除可能です。バッチプロジェクトまたは

バッチ操作を削除するには、プロジェクトまたはバッチ操作を選択し、[削除（Delete）]をクリッ
クします。

一時停止状態のバッチプロジェクトの操作を再開することができます。これを行うには、[再開
（Resume）]アイコンをクリックします。

[バッチプロビジョニング（Batch Provisioning）]ページの右上隅にある [バッチヘルプ（Batch
Help）]アイコンをクリックします。バッチ処理のヘルプリンクが新しいタブで開き、さまざま
なサービスの属性と説明とともに、すべてのバッチ操作を示すテーブルが表示されます。

表 10：バッチプロジェクトの管理

手順バッチ操作

1 [すべてのプロジェクト（All Projects）]ペイ
ンでバッチプロジェクトを選択します。

2 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ページで [今すぐ実行（Run
Now）]をクリックします。

バッチプロジェクトをただちに実行する
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手順バッチ操作

1 [すべてのプロジェクト（All Projects）]ペイ
ンでバッチプロジェクトを選択します。

2 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ページで [カレンダー
（Calendar）]アイコンをクリックします。

表示されるカレンダーダイアログボックス

で日付と時間を指定して、[OK]をクリック
します。

3 確認メッセージボックスで、[はい（Yes）]
をクリックし、バッチプロジェクトのスケ

ジュールを設定または必要に応じてスケ

ジュールを再設定します。

インフラストラクチャ設定用に作

成されたバッチプロジェクトは、

エラーがあると再起動できませ

ん。

（注）

4 [今すぐ実行（Run Now）]をクリックして
バッチプロジェクトを実行します。

バッチプロジェクトをスケジュールまたはスケ

ジュール変更する

1 [すべてのプロジェクト（All Projects）]ペイ
ンでバッチプロジェクトを選択します。

2 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ページで、[カレンダー
（Calendar）]アイコンの隣りにある [クリア
（Clear）]ボタンをクリックします。

3 [はい（Yes）]をクリックして確定します。

スケジュールしたバッチプロジェクトは、まだ

処理が開始されていない場合、キャンセルでき

ます。

スケジュールされたバッチプロジェクトをキャ

ンセルする
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手順バッチ操作

一時停止状態および進行中状態のバッチプロ

ジェクトの停止することができます。手順は次

のとおりです。

1 [すべてのプロジェクト（All Projects）]ペイ
ンで対象のバッチプロジェクトを選択し、

そのステータスを確認します。

2 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ページで [停止（Stop）]を
クリックするとバッチプロジェクトが停止

します。

バッチプロジェクトを停止する

1 [すべてのプロジェクト（All Projects）]ペイ
ンでバッチプロジェクトを選択します。

2 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ページで、詳細を表示する
バッチ操作の [クイックビュー（Quick
View）]にカーソルを置きます。

[バッチ操作の詳細（BatchActionDetails）]ペイ
ンに、ステータスとログを含むバッチプロジェ

クト操作の設定情報がすべて表示されます。

バッチプロビジョニングでは、ユーザ権限を持

つユーザは、エンドポイントのオーダー中に新

しいエンドポイントを追加できます。疑似ユー

ザもエンドポイントに追加可能です。

バッチ操作の詳細を表示する
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手順バッチ操作

バッチプロジェクトを編集するには、次の手順

を実行します。

1 [全てのプロジェクト（All Projects）]をク
リックします。

2 画面の右側に表示されたリストからバッチ

プロジェクトを選択し、[編集（Edit）]をク
リックします。

3 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ウィンドウで、[バッチ操作
の追加（Add Batch Actions）]をクリックし
ます。バッチ操作ファイルを選択し、[プロ
ジェクトに追加（Add to Project）]をクリッ
クします。指定したバッチプロジェクトに

新しいバッチ操作ファイルが追加されます。

バッチ操作ファイルを編集するには、次の手順

を実行します。

1 [すべてのプロジェクト（All Projects）]ペイ
ンで対象のバッチプロジェクトを選択しま

す。

2 [バッチプロジェクトの設定（Configure a
Batch Project）]ウィンドウで、必要なアク
ションを選択し、[編集（Edit）]をクリック
します。

3 [バッチ操作の編集（EditBatchAction）]ウィ
ンドウで、[新しい属性の追加（Add New
Attribute）]をクリックして処理ファイルに
新しい属性を追加するか、[編集（Edit）]ア
イコンをクリックして任意の既存の属性の

値を編集します。[保存（Save）]をクリック
します。

一度に 1つのバッチ操作のみを編
集できます。

（注）

バッチプロジェクトとバッチ操作ファイルを編

集する
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手順バッチ操作

バッチプロジェクトをコピーする

1 バッチプロジェクトを選択し、[コピー
（Copy）]をクリックしてバッチ処理ととも
にバッチプロジェクトをコピーします。

2 [バッチプロジェクトのコピー（Copy Batch
Project）]ウィンドウで、必要に応じて説明
を入力し、自動入力されたバッチプロジェ

クト名を変更して、[追加（Add）]をクリッ
クします。既存のバッチプロジェクトのコ

ピーとともにバッチ操作ファイルが作成さ

れ、バッチプロジェクトのステータには [ス
ケジュールされていません（Not
Scheduled）]、バッチ操作のステータスには
[開始されていません（Not Started）]と表示
されます。

バッチ操作をコピーする

1 バッチ操作を選択し、右ペインの展開アイ

コンをクリックします。

2 [操作のコピー（Copy Action(s)）]をクリッ
クします。

バッチプロジェクトをバッチ操作とともにコ

ピーする

1 [すべてのプロジェクト（All Projects）]をク
リックし、右ペインでバッチプロジェクト

を選択します。

2 右ペインの展開アイコンをクリックし、[エ
キスポート（Export）]をクリックします。
選択したプロジェクトのすべてのバッチ操

作がテキストファイルにコピーされます。

一度に 1つのプロジェクトのみを
エキスポートできます。

（注）

バッチプロジェクトをエクスポートする
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手順バッチ操作

[バッチプロジェクトの設定（Configure a Batch
Project）]ページで、[バッチプロジェクト操作
（Batch Project Actions）]ペインに各バッチプ
ロジェクト操作のステータスが表示されます。

特定の状態（[処理中（In Progress）]、[完了
（Completed）]など）にあるオーダーを表示す
るには、バッチプロジェクトを選択し、[バッ
チプロジェクト操作（Batch ProjectActions）]ペ
インでフィルタを選択します。

バッチプロジェクトが完了した後、ユーザの

ユーザレコードをチェックして、オーダーが処

理されたことも確認できます。

また、管理者は、バッチプロジェクトで現在実

行されている単一オーダーの詳細を確認するた

めに、[マイアクティビティ（My Activities）]
を使用してワークフローにおける各オーダーの

実行状況を表示できます（[アクティビティ
（Activities）] > [マイアクティビティ（My
Activities）]を選択）。

バッチプロジェクトの現在のステータスを表示

する

トラブルシューティング

問題

[バッチプロジェクトの設定（Configure a Batch Project）]ページのすべてのボタンが無効に
なっている場合、バッチプロジェクトが次のいずれかの状態である可能性があります。

•進行中（In Progress）

•停止（Stopped）

•一時停止（Paused）

推奨処置

バッチプロジェクトの状態によって、次のように操作します。

•進行中：プロジェクトが完了するまで待機します。

•停止：新しいバッチプロジェクトを作成するか、または停止されたバッチプロジェク
トをコピーして続行します。

•一時停止：一時停止されたバッチプロジェクトを停止または再開します。
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問題

バッチ操作が完了するか失敗した場合、それを編集できません。

推奨処置

バッチ操作をコピーしてから編集できます。
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